
 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

1 

 

 

 

 

3次元画像可視化システム 

 

BEAMSENSE 
Volume Analyzer 3.0 

操作マニュアル 
 

 

 

 

販売元：(株)ビームセンス 

 

お問い合わせ・開発元：（株）アイプランツ・システムズ 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

2 

はじめに 
 

近年の急速なパソコンの性能向上によって，かつては高性能ワークステーションでしか

処理できなかった 3 次元画像が身近なものになってきました。3 次元画像は産業分野からア

ミューズメント分野まで幅広く利用されています。シミュレーションゲームや CAD のよう

にあらゆる応用が進んでいます。また，考古学分野では遺跡で発見されたミイラを CT で撮

影して 3 次元再構成し，仮想断面などを生成して非破壊の内部調査を行われています。こ

のように，3 次元画像は私たちの生活のいたるところで活躍しています。 

 

医用分野では，CT / MRI 画像などを基に 3 次元画像の有用性が広く認識されるようにな

り，医療現場でも積極的に利用されるようになりました。画像診断をはじめ，手術計画や

インフォームドコンセントなどにも利用されています。中規模な病院でも CT / MRI を完備

し，歯科でも小型 CT を使うようになってきました。さらには，眼底断層画像を撮影できる

OCT なども導入が進んでいます。これらに共通するのは大量の断層画像データが出力され

るという点です。大量の断層画像を有効に利用するには，人間が直感的に理解し易くする

ために 2 次元画像群を 3 次元へ再構成することが必要です。この作業を行うには，これま

で高価なワークステーションと専用ソフトウェアが不可欠でした。 

 

BS Volume Analyzer は医用画像を主なターゲットとしており，お手元にある Windows

パソコンで，DICOM 画像の入力から 3 次元画像再構成まで簡単に行えます。また，見たい

部分の抽出はもちろん，任意の断面を切っていろいろな角度から観察することが出来ます。

必要があれば RP 装置に合わせたデータを出力して，実物モデルを生成することも出来ます。 

BS Volume Analyzer は簡単な操作であらゆる機能を利用できるように設計されていま

すので，3 次元画像を扱うのが初めての方でも十分使いこなせるものになっています。 

ぜひ，BS Volume Analyzer を便利で簡単な 3 次元画像ツールとしてお使いください。 
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1.1 インストール 

BS Volume Analyzer のインストーラでは，「BS Volume Analyzer」アプリケーションと動

作に必要なコンポーネントをインストールします。 

 

1.1.1 インストーラの起動 

ダウンロードの場合： 

ダウンロードファイルを展開，作成されたフォルダを開き，setup をダブルク

リックし，インストーラを起動します。 

CD の場合： 

CD を挿入すると自動再生機能により，自動的に BS Volume Analyzer のイン

ストーラが起動します。 

※自動再生機能が OFF の場合には，ディスクが挿入されたドライブを開き，

setup をダブルクリックし，インストーラを起動します。（図 1.1.1） 

 

 

 

 

図 1.1.1 インストーラの起動 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

11 

1.1.2 必須コンポーネントのインストール 

インストーラ起動後，「.NET Framework 4.0」のインストールを促すダイアログ

が表示される場合があります。 

これらのコンポーネントは，BS Volume Analyzer の動作に必要となりますので，

「インストール」を選択してください。（図 1.1.2） 

 

※この必須コンポーネントのインストーラは，既にインストールされている場合

や一度インストールを実行した後では表示されません。 

 

 

図 1.1.2 必須コンポーネントのインストール 
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1.1.3 アプリケーションのインストール 

必須コンポーネントのインストール完了後，アプリケーションのインストールが

実行されます。「次へ」ボタンをクリックして下さい。（図 1.1.3） 

 

 

「同意します」を選択すると，「次へ」ボタンがクリックできます。（図 1.1.4） 

 

インストールフォルダ先のフォルダを確認して下さい。「変更」ボタンからフォル

ダを変更できますが，分からない場合は，変更しないことを推奨します。（図 1.1.5） 

 

図 1.1.3 インストール画面（１） 

図 1.1.4 インストール画面（２） 

 

図 1.1.5 インストール画面（３） 
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「次へ」を押下するとインストールが実行されます。（図 1.1.6） 

 

インストールが完了すると，デスクトップ上にショートカットが作成されます。

（図 1.1.7） 

 

図 1.1.6 インストール画面（４），（５） 

図 1.1.7 インストール画面（７），（８），（９） 
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1.2 アンインストール 

アンインストールは，［画面左下を右クリック］→［コントロールパネル］→［プ

ログラムのアンインストール］から BS Volume Analyzer を選択し，右クリック

メニューの「アンインストール」で行います。（図 1.2.1，図 1.2.2） 

※BS Volume Analyzer のアンインストールでは，「BS Volume Analyzer」アプ

リケーションを削除します。必須コンポーネント（「.NET Framework 4.0」）

は，ここではアンインストールされません。 

 

 

 

図 1.2.1 コントロールパネルの表示 

図 1.2.2 プログラムのアンインストール画面 
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［プログラムのアンインストール］から「BS Volume Analyzer」を選択し，「削

除」を実行すると，確認のダイアログが表示されます。（図 1.2.3） 

確認のダイアログで「はい」を選択すると，アンインストールが実行されます。 

 

 

 

 

 

図 1.2.3 アンインストール確認ダイアログ 

*1.2 アンインストール時の注意 

アンインストールを実行すると，アプリケーションをインストー

ルしたフォルダ内の cache フォルダ，editcache フォルダに保

存されたファイルも削除されます。 

cache フォルダ，editcache フォルダは，アプリケーションの

作業用のフォルダとなりますので，作成したデータを保存しない

ように注意してください。 
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1.3 動作環境 

 

 必須環境 推奨環境 

OS Microsoft® Windows® XP Professional *1.3 

Microsoft® Windows® Vista *1.3 

Microsoft® Windows® 7 *1.3 

Microsoft® Windows® 8.x *1.3 

CPU Intel® Pentium® 4 

2.8GHz 以上 

Intel® Core™2Duo E6400 以上 

（デュアルコアプロセッサー推奨） 

メモリ 512MB 以上 2GB 以上推奨 

グラフィック NVIDIA® GeForce® 5900 

/ ATI™ RADEON™ 9800 以上 

VRAM 64MB 以上 

NVIDIA Quadro® FX 1300 以上 

VRAM 256MB 以上 

モニタ XGA（1024×768） 

32bit カラー 

SXGA（1280×1024）以上 

32bit カラー 

（*1.3）32bit 版，64bit 版に対応しております。 

    32bit 版は，Version 3.3.0.0 が最終版となります。 

 

 

1.4 サポート・お問い合わせ 

 

メール ：ve_support@i-plants.jp  

Web ：http://www.i-plants.jp/hp  
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2.1 BS-VAにできること 

BS-VA は主に医用画像データの処理を行うことを目的としており，次のような機能を

提供しています。 

 

 DICOM 画像等の医療用画像の入力 

 複数の 2 次元断面画像からの 3 次元画像の構築 

 3 次元画像の部位抽出（セグメンテーション） 

 3 次元画像の計測 

 3 次元形状の再構成と操作 

 3 次元画像データ，3 次元形状データの出力 

 

また，これらの機能は，BS-VA の直感的なユーザーインタフェースにより，さらに使

いやすく対話的な操作を可能としています。 

 

2.1.1 医療用画像の入力 

MRI，CT の医療用画像として一般的な DICOM 画像フォーマット*2.1.1の入力に

対応しています。また，原画像として RAW DATA フォーマットの入力に対応し

ています。 

 

 

 

DICOM ファイル入出力については，「4.1 データ入出力」を参照してください。 

 

*2.1.1 DICOM 画像フォーマットとは 

DICOM は 【 Digital Imaging and COmmunications in 

Medicine】の略で，医療用画像フォーマットの共通規格として主

流になりつつあります。 

パソコン上で使用する画像フォーマットとは異なり，パソコンの

ディスプレイ上で表現しきれない階調のデータを含んだフォーマ

ットです。 
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2.1.2  3次元画像の構築 

複数の 2 次元断面画像から 3 次元画像を構築します。（図 2.1.1） 

（3 次元画像は「ボリューム画像」，「3 次元ボリューム画像」とも言います） 

BS-VA では，グラフィックスプロセッサユニット（GPU: Graphics Processing 

Unit）を利用したボリュームレンダリングにより，高速な 3 次元画像表示を可能

にしています。 

 

 

 

3次元画像表示については「4.10 ボリュームレンダリング」を参照してください。 

 

2.1.3 部位抽出（セグメンテーション） 

BS-VA での部位抽出（セグメンテーション）は，「対話型セグメンテーション」，

「領域拡張法」，「ヒストグラムベース」による方式をサポートしています（図

2.1.2）。 

セグメンテーションにより抽出した領域で 3 次元形状モデルの構成を行うことで，

さらなるデータ活用の可能性を広げます。 

 

 

図 2.1.1 3次元画像の構築 

3次元画像 複数の 2次元断層画像（MRI） 

図 2.1.2 BS-VAのセグメンテーション 
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2.1.4  3次元画像の計測 

BS-VA では，3 次元画像の長さや角度，面積，体積を対話的な操作で計測するこ

とができます。（図 2.1.3） 

 

 

2.1.5  3次元形状の再構成と操作 

3 次元画像のデータを元に，3 次元形状モデルを再構成します。（図 2.1.4） 

また，生成した 3 次元形状モデルに対して，「穴埋め」，「面貼り」，「面の向きの修

正」と言った編集を行うこともできます。（図 2.1.5） 

  

 

2.1.6  3次元画像データ，形状データの出力 

BS-VA で作成した 3 次元画像，3 次元形状モデルをファイルへ出力することがで

きます。また，DICOM 画像フォーマットでの出力や，STL，DXF，VRML 等の

ポリゴンフォーマットでの出力にも対応しています。 

図 2.1.3  3 次元画像の計測 

図 2.1.4  3 次元形状モデルの再構成 図 2.1.5  3次元形状モデルの編集 
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BS-VA の主な機能と構成は，以下の通りです。（図 2.1.6） 

 

 

図 2.1.6 BS Volume Analyzer 主な機能と構成 

BS Volume Analyzer 

形状データ／3次元画像 

3次元形状再構成 

等値面生成，データ編集， 

データ削減 

画像表示 

等値面表示，切断面表示， 

ボリュームレンダリング， 

ヒストグラム表示 

ツール 

切断面修正，

領域拡張法 

画像処理 

ノイズ除去，平滑化， 

クリッピング 

DICOM・原画像 

（2次元， 

3次元画像データ） 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

22 

2.2 BS-VAの利用ケース 

BS-VA により作成された 3 次元形状モデルは，医療に関するいろいろな場面で活用で

きます。内臓や血管などの形状モデルは，術前計画支援，手術シミュレーション，医

療教育，患者の治療・解析，バーチャル・リアリティ等，様々な場面で利用できます。

また，光造形装置や 3D プリンタを用いて実体モデルの作成も可能です。（図 2.2.1，

図 2.2.2，図 2.2.3） 

 

 

 

 

 

図 2.2.1 光造形装置によるラピッドプロトタイピング  

※協力：岩手県工業技術センター 

図 2.2.2  3Dプリンタ装置によるラピッドプロトタイピング（頭部モデル） 

図 2.2.3  3Dプリンタ装置によるラピッドプロトタイピング（膝モデル，土器モデル） 
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3.1 画面構成 

BS Volume Analyzer の画面構成の概要を説明します。 

3.1.1 起動画面 

 

No. 項 目 参 照 

① メインメニュー 3.2 メニュー構成 

② ツールバー 3.1.2 ツールバー 

③ Slice View 

（断面表示） 

4.18 断面表示 

 

 

図 3.1.1 起動画面 

② 

③ 

① 
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3.1.2 ツールバー 

 

アイコン 機 能 参 照 

 
ボリュームデータ読込 4.1 データ入出力 

 
ボリュームデータ保存 4.1 データ入出力 

 
クリッピング 4.2 クリッピング 

 
領域拡張法 4.3 領域拡張法 

 
3 次元矩形塗りつぶし 4.5  3 次元矩形塗りつぶし 

 
等値面生成 4.12 等値面 

 

ボリュームレンダリン

グ 

4.10 ボリュームレンダリング 

 

ポイントベースボリューム

レンダリング 

4.11 ポイントベースボリュームレンダ

リング 

 
インデックスイメージ 4.13 インデックスイメージ 

 
3 次元断面表示 4.14  3 次元断面表示 

 
カメラ 4.15 カメラ 

 
環境設定 6.1 環境設定 

 
ヒストグラム 4.17 ヒストグラム 

 
計測結果管理 4.21 計測機能 

 
画面キャプチャ 4.23 画面キャプチャ機能 

図 3.1.2 ツールバー 
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3.2 メニュー構成 

BS Volume Analyzer のメニューの概要を説明します。 

3.2.1 File 

データ入出力とアプリケーションの終了のメニューが含まれています。 

 

 

 

No. 項 目 参 照 

① データ入力 4.1 データ入出力 

② Exit 

（アプリケーションの終了） 

 

③ データ出力 4.1 データ入出力 

 

図 3.2.2 Fileメニュー2 

③ 

図 3.2.1 Fileメニュー1 

② 

① 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

27 

3.2.2 Edit 

ボリュームデータを編集するためのメニューが含まれています。 

 

No. 項 目 参 照 

① Clipping 

（クリッピング） 

4.2 クリッピング 

② Region Growing 

（領域拡張法） 

4.3 領域拡張法 

③ Image Filter 

（3 次元画像フィルタ） 

4.4  3 次元画像処理フィルタ 

④ Voxel Paint 

（3 次元矩形塗りつぶし） 

4.5  3 次元矩形塗りつぶし 

⑤ Iso-Volume 

（3 次元画像線形補間） 

4.6  3 次元画像線形補間 

⑥ Volume Carving 

（3 次元プリミティブ抽出） 

4.7  3 次元プリミティブ（球，円筒，直方

体）抽出 

⑦ Volume Segment 

（任意形状抽出） 

4.8 3 次元任意形状切り抜き 

⑧ Reverse X 

（３次元画像の左右反転） 

4.9 スライス方向反転 

⑨ Reverse Y 

（３次元画像の前後反転） 

4.9 スライス方向反転 

⑩ Reverse Z 

（３次元画像の上下反転） 

4.9 スライス方向反転 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

図 3.2.3 Editメニュー 

⑧ 

⑨ 

⑩ 
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3.2.3 Tools 

ボリュームレンダリング，等値面生成，メッシュ編集，カメラ設定，ファイル情

報閲覧，環境設定などのメニューが含まれています。 

 

 

No. 項 目 参 照 

① Volume Rendering 

（ボリュームレンダリング） 

4.10 ボリュームレンダリング 

② Iso-Surface 

（等値面生成） 

4.12 等値面 

③ Point-Based 

Volume Rendering 

（ポイントベースボリュー

ムレンダリング） 

4.11 ポイントベースボリュームレンダリ

ング 

④ Index Image 

（インデックスイメージ） 

4.13 インデックスイメージ 

⑤ Cross Section 

（3 次元断面表示） 

4.14  3 次元断面表示 

⑥ Camera 

（カメラ） 

4.15 カメラ 

図 3.2.4 Toolsメニュー 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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No. 項 目 参 照 

⑦ Rebuild 

（DICOM データベースの

再構築） 

 

⑧ File Information 

（ファイル情報） 

4.16 ファイル情報 

⑨ Preference 

（環境設定） 

6.1 環境設定 
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3.2.4 Mesh Editing 

アクティブなWorkFormに，メッシュデータが含まれている場合に表示されます。 

機能の詳細は第 5 章「メッシュ編集機能」の項を参照してください。 

 

 

図 3.2.5 Mesh Editingメニュー 
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3.2.5 Window 

特殊なウィンドウの表示メニューと，アクティブなウィンドウを切り替えるメニ

ューが含まれています。 

 

 

No. 項 目 参 照 

① Histogram 

（ヒストグラム） 

4.17 ヒストグラム 

② Slice View 

（断面表示） 

4.18 断面表示 

③ DICOM Manager 

（DICOM 管理ツール） 

4.20 DICOM 管理ツール 

④ Measure Manager 

（計測結果管理） 

4.21 計測機能 

⑤ Window W/L 4.22 WindowW/L 

⑥ SliceView の右上固定  

⑦ アクティブウィンドウ切り替え  

 

図 3.2.6 Window メニュー 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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3.2.6 Help 

BS-VA のバージョン情報、マウス操作ガイドのメニューが含まれています。 

 

 

No. 項 目 説 明 

① About 

BS Volume Analyzer 

（バージョン情報） 

バージョン情報を表示するウィンドウを表

示します 

② Mouse Operation Guide 

（マウス操作ガイド） 

ワークフォーム上でのマウス操作方法を表

示します 

 

○マウス操作ガイドの表示例 

 

 

 

図 3.2.7 Helpメニュー 

① 

② 
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3.3 WorkForm 

WorkForm は，3 次元画像データやポリゴンデータを読み込むことで表示されるウ

ィンドウのことです。データごとに各ウィンドウが作成されます。データ入力の詳細

は，第 4 章「機能詳細」の「データ入出力」の項を参照してください。 

 

3.3.1 機能概要 

WorkFormには，ボリュームデータの 3次元表示，ボリュームデータの断面表示，

ポリゴンデータの表示などの機能が含まれています。  

 

3.3.2 画面説明 

 

 図 3.3.1 Divisionモードの WorkForm 

② ③ 

④ ⑤ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑥ 

① 
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図 3.3.2 WorkFormの断面表示部分 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ ⑱ ⑰ 

⑮ 

図 3.3.3 WorkFormの 3次元表示部分 

⑳ 

⑲ 

⑲ 
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No. 項 目 説 明 

① タイトルバー データファイル名を表示します 

② XY 断面 ボリュームデータの XY 断面を表示します 

③ YZ 断面 ボリュームデータの YZ 断面を表示します 

④ XZ 断面 ボリュームデータの XZ 断面を表示します 

⑤ 3D 表示 ボリュームやポリゴンを表示します 

⑥ ステータスバー メッシュ編集機能，計測のモード，ボリュームデー

タの有無，ポリゴンデータの有無を表示します 

⑦ ポリゴン表示切り替

え 

ポリゴン関連の表示・非表示を切り替えます 

⑧ ボリューム表示切り

替え 

ボリュームの表示・非表示を切り替えます 

⑨ 3 次元断面表示 3 次元表示部分の断面表示・非表示を切り替えます 

⑩ WorkForm 表示モー

ド切り替え 

WorkForm の表示モードを切り替えます 

詳細は，3.3.3「操作方法」の「WorkForm 表示モ

ード切り替えをする」の項を参照してください 

⑪ クリッピングプレー

ン表示切り替え 

3 次元表示部で任意断面表示を行うクリッピングプ

レーンの表示・非表示を切り替えます 

詳細は，3.3.3「操作方法」の「クリッピングプレー

ンの操作」の項を参照してください 

⑫ 情報表示切り替え 断面上の座標（Pos），輝度値（Lv），WindowW/L 値

の表示・非表示を切り替えます（輝度値の括弧“（）”

内はリスケール*3.3.1前の数値です） 

WindowW/L が無効になっている場合，ウィンドウ

レベルは表示されません 

WindowW/L に関する詳細は，第 4 章「機能詳細」

の「WindowW/L」の項を参照してください 

⑬ 断面表示部 断面画像を表示します 

⑭ 水平スクロールバー 断面画像の表示位置を水平方向に動かします 

⑮ 垂直スクロールバー 断面画像の表示位置を垂直方向に動かします 

⑯ サイズ変更ボタン 断面画像の拡大率を変更します 

⑰ スライス位置 

トラックバー 

断面表示のスライス位置を変更します 

⑱ スライス位置 

アップダウン 

断面表示のスライス位置を変更します 
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No. 項 目 説 明 

⑲ 3 次元表示部 ボリュームやポリゴンを表示します 

⑳ ガイド 3 次元表示の向きの指標 

A ： Anterior （前面） 

P ： Posterior （背面） 

H ： Head （頭） 

F ： Feet （足） 

R ： Right （右） 

L ： Left （左） 

 

 

 

*３.３.1 リスケール 

輝度値は，DICOM 画像に含まれる「リスケール傾斜」「リスケー

ル切片」の 2 つの情報によって，補正された値が表示されます。 

リスケールの補正を行う事で，断面画像を最適なコントラストで

表示することが可能になります。 
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3.3.3 操作方法 

○ ポリゴン表示切り替えをする 

アイコンをクリックすることで，表示が切り替わります。 

アイコン 機 能 説 明 

 

Vertex 

（頂点表示切り替え） 

頂点の表示・非表示を切り替えます 

 

Edge 

（エッジ表示切り替

え） 

エッジの表示・非表示を切り替えます 

 

FlatFace 

（フラットポリゴン表

示） 

ポリゴンの形状をそのまま表示します 

 

SmoothFace 

（スムースポリゴン表

示） 

ポリゴンの形状をなめらかに表示します 

 

Normal 

（法線表示切り替え） 

法線の表示表示・非表示を切り替えます 

 

OpenEdge 

（開放エッジ表示切り

替え） 

開放エッジの表示・非表示を切り替えます 

 

○ ボリューム表示切り替えをする 

アイコンをクリックすることで，表示・非表示が切り替わります。 

カラーテーブルの変更などの詳細は，第 4 章「機能詳細」の｢ボリュームレン

ダリング｣，「インデックスイメージ」の項を参照してください。 

アイコン 機 能 説 明 

 

Volume 

（ボリューム表示切り

替え） 

ボリュームの表示・非表示を切り替えます 
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○ 3 次元断面表示切り替えをする 

アイコンをクリックすることで，表示・非表示が切り替わります。 

表示する断面位置の変更の詳細は，第 4 章「機能詳細」の「3 次元断面表示」

の項を参照してください。 

アイコン 機 能 説 明 

 

Cross Sections 

（3 次元断面表示切り

替え） 

3 次元断面の表示・非表示を切り替えます 

 

○ WorkForm 表示モード切り替えをする 

アイコンをクリックすることで，表示モードが切り替わります。 

アイコン 機 能 説 明 

 

Division WorkForm を 4 分割し，3 断面と 3 次元画

像を表示します 

 3D 3 次元画像のみを表示します 

 XY XY 断面のみを表示します 

 YZ YZ 断面のみを表示します 

 XZ XZ 断面のみを表示します 

 

○ クリッピングプレーン表示切り替えをする 

アイコンをクリックすることで，表示・非表示が切り替わります。 

アイコン 機 能 説 明 

 

Clipping Plane 

（クリッピングプレー

ン表示切り替え） 

クリッピングプレーンの表示・非表示を切

り替えます 

 

○ 情報表示切り替えをする 

アイコンをクリックすることで，表示・非表示が切り替わります。 

アイコン 機 能 説 明 

 

WorkForm Info 

（情報表示切り替え） 

Pos，Lv，WW/WC の表示・非表示を切り

替えます 
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○ 断面表示部分の操作 

－断面画像表示位置を変更する 

水平スクロールバーと垂直スクロールバーで行います。また，断面画像上で

［Shift］キー＋マウス右ドラッグしても，同様に変更できます。 

－断面画像の拡大率を変更する 

サイズ変更ボタンで行います。 

－断面表示のスライス位置を変更する 

スライス位置トラックバー，またはスライス位置アップダウンで行います。 

－WindowW/L を変更する 

断面画像上を右ドラックすることで行います。詳しくは「4.21 WindowW/L」

の項を参照してください。 

 

○ 3 次元表示部分の基本操作 

－ボリューム，またはポリゴンを回転させる 

3 次元表示部をドラッグすることで行います。 

－ズームイン・ズームアウトを行う 

3 次元表示部を右ドラッグすることで行います。マウスカーソルを画面上方へ

移動させるとズームイン，下方へ移動させるとズームアウトします。 

－カメラを左右・上下に移動させる 

カメラの左右・上下移動は，“ｚ”キーを押しながら，3 次元表示部をドラ

ッグすることで行います。 

 

 

○ クリッピングプレーンの操作 

－クリッピングプレーンを回転させる 

3 次元表示部で［Ctrl］キー＋左ドラッグすることで原点を中心とした回転

を行います。 

－クリッピングプレーンを移動させる 

3 次元表示部を［Ctrl］キー＋右ドラッグすることで法線方向へ移動を行い

ます。 

 

3.3.4 環境設定 

WorkForm の設定は，第 6 章「各種設定」の「WorkForm Initialize」の項を参照

してください。 
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第 4章 

機能詳細 
 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

42 

4.1 データ入出力 

入力 

［File］メニューより，［Open］，［Import］→［Images］→［Files］，［Import］

→［Images］→［Directory］，［Import］→［Images］→［3D Images］，［Import］

→［Polygon］のいずれかを選択してください。 

または，ツールバー （Open）をクリックしてください。 

出力 

［File］メニューより，［Save］，［Export］→［Images］→［Files］，［Export］→

［Images］→［3D Images］，［Export］→［Polygon］のいずれかを選択してくだ

さい。 

または，ツールバー （Save）をクリックしてください。 

4.1.1 機能概要 

○ 入力 

画像データを読み込みます。 

［Open］では，VDF，VOL 形式のファイルの読み込みを行います。 

［Files］，［Directory］では，DICOM，RAW，BMP，JPEG，TIFF 形式の

読み込みを行います。 

［3D Images］では，Analyze7.5，Visualization Toolkit，CarlZeiss，3DView

形式のファイル，およびその他の 3 次元画像ファイルの読込を行います。 

［Polygon］では，STL 形式，及び PLY 形式の読み込みを行います。 

PLY 形式に関しては以下の URL を参照してください。 

http://www.cc.gatech.edu/projects/large_models/ply.html 

 

○ 出力 

［Save］では，VDF 形式，VIF/VOL 形式，VOL compress でファイル保存

を行います。VOL compress は VOL をランレングス圧縮で保存し、VIF/VOL

ファイル入力と同様に読み込みが可能です。特に、閾値の少ない２値化画像

などに対して、大幅な容量の減少が期待できます。 

［Images］→［Files］では，DICOM および RAW 形式の保存を行います。

［Images］→［3D Images］では，Analyze7.5 形式，FLD 形式および 3DView

形式で保存を行います。 

［Polygon］では，STL，MGF，DXF，VRML，SMF，NPTS 形式の保存を

行います。なお，DICOM 形式で保存したファイルは，DICOM 管理ツールに

登録できません。 

http://www.cc.gatech.edu/projects/large_models/ply.html
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4.1.2 画面説明 

○ 入力 

［Open］，［Files］，［3D Images］，［Polygon］選択時のフォームです。 

 

No. 項 目 説 明 

① ファイルリスト ファイルの一覧を表示します 

② ファイルの種類 拡張子による絞込みを行います 

③ 開く 選択したファイルを開きます 

④ キャンセル ファイルの読み込みを中止します 

 

［3D Images］では，ファイルの種類で［All Files］を選択すると，任意の形式

の 3 次元画像を読み込めます。

 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

図 4.1.2 3次元画像形式入力フォーム 

図 4.1.1 ファイル選択フォーム 

① 

② 
③ 
④ 
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No. 項 目 説 明 

①  Skip Header Bytes 

（読み飛ばしヘッ

ダサイズ指定） 

画像ファイルの先頭に不要領域がある場合に読み飛

ばすバイト数を指定できます（初期値は 0 です） 

②  Data Size 

（画像サイズ情報） 

X，Y，Z 各方向のボクセル数を指定します 

③  Pitch 

（ピッチ情報） 

X，Y，Z 各方向のピッチを指定します 

環境設定フォームの Default Pitch の値が初期値と

なります 

④  Data Type 

（データ型情報） 

ボクセル１つのバイト数とデータが符号付きか符号

なしかを指定します 

⑤  OK 

（実行） 

入力した情報を基に，ファイル読み込みを行います 

 

［Directory］時のフォームです。 

 

 

No. 項 目 説 明 

① フォルダリスト フォルダ一覧を表示します 

② OK 選択したフォルダを開きます 

③ キャンセル 中止します 

 

 

図 4.1.3 フォルダ選択フォーム 

① 

② ③ 
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また，［Directory］において，上記フォームでフォルダ選択を行った後に，ファ

イルリストが表示されます。 

 

No. 項 目 説 明 

① ファイルリスト ファイル一覧を表示します 

② フォーマット形式 読み込むファイルのフォーマット形式を指定します 

③ Open 選択したファイルを開きます 

④ Cancel 中止します 

 

図 4.1.4 ファイル選択フォーム 

① 

② ③ ④ 
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Raw ファイル入力時には，画像情報を入力するためのフォームが表示されます。 

 

No. 項 目 説 明 

① Data Size 

（データサイズ） 

X, Y 方向のボクセル数を指定します 

（Z方向は，読み込むファイル数から判断されるため，

入力の必要がありません） 

② Pitch 

（ピッチ情報） 

X, Y, Z 各方向のピッチを指定します 

環境設定フォームの Default Pitch の値が初期値とな

ります 

③ Data Type 

（データ型） 

ファイルのデータ型を指定します 

④ OK 

（実行） 

入力した情報を基に，ファイル読み込みを実行します 

⑤ Cancel 

（キャンセル） 

フォームを閉じ，ファイル読み込みを中断します 

図 4.1.5 RAW ファイル情報入力フォーム 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 
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STL ファイル入力時には，画像情報を入力するためのフォームが表示されます。 

 

No. 項 目 説 明 

① Polygon Scale 

（スケール情報） 

縦方向，横方向，高さ方向のスケール情報を指定します 

環境設定フォームの Default Polygon Scale の値が初期

値となります 

② OK 入力した情報を用いて，ファイル読み込みを実行します 

③ Cancel フォームを閉じ，ファイル読み込みを中断します 

 

図 4.1.6 スケール情報入力フォーム 

① 

② ③ 
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○ 出力 

ファイル出力時のフォームです。 

 

No. 項 目 説 明 

① ファイルリスト ファイルの一覧を表示します 

② ファイルの種類 拡張子による絞込みを行い，保存形式を指定します 

③ 保存 指定したファイル名で保存します 

④ キャンセル ファイルの保存を中止します 

 

図 4.1.7 ファイル保存フォーム 

① 

② 

③ 

④ 
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DICOM ファイルとして保存を実行すると，DICOM 情報を入力するためのフォ

ームが表示されます。Modality 以外は，登録済みの情報が初期値として入力され

ます。 

 

No. 項 目 説 明 

① Modality 

（モダリティ） 

モダリティ情報を入力します 

② Row 

（縦） 

データの縦幅が自動で入力されます 

③ Column 

（横） 

データの横幅が自動で入力されます 

④ Slice Thickness 

（スライス薄さ） 

DICOM 画像一枚の厚さを入力します 

⑤ Spacing Between Slice 

（スライス幅） 

スライス間の幅を入力します 

⑥ Pixel Spacing（X） 

縦のピクセル幅 

画素の縦幅を入力します 

⑦ Pixel Spacing（Y） 

（横のピクセル幅） 

画素の横幅を入力します 

図 4.1.8 DICOM情報入力フォーム 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ ⑯ 
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No. 項 目 説 明 

⑧ Pixel Padding 

（画素パディング値） 

画素パディング値を入力します 

⑨ Samples per Pixel 

（画素あたりサンプル） 

サンプル数を入力します 

⑩ Photometric Interpretation 

（光度測定解釈） 

輝度値の反転の有無を選択します 

⑪ Data Type 

（データ型） 

データ型を選択します 

⑫ Windows Center 

（ウィンドウレベル） 

ウィンドウレベルを入力します 

⑬ Windows Width 

（ウィンドウ幅） 

ウィンドウ幅を入力します 

⑭ Rescale Intercept 

（リスケール切片） 

リスケール切片を入力します 

⑮ Save 入力した値で，保存を実行します 

⑯ Cancel フォームを閉じ，保存を中断します 
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4.2 クリッピング 

［Edit］メニューより，［Clipping］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

4.2.1 機能概要 

ボリュームデータの一部を切り取ります。 

 

○ 処理結果例 

頭部画像を切り取ります。ボリュームレンダリングで可視化し，結果を明確

に表示します。 

 

 

 

 

図 4.2.1 クリッピングの例 
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4.2.2 画面説明 

    ○コントロールフォーム 

 

No. 項 目 説 明 

① X 軸トラックバー X 軸のクリップ範囲を表示します 

② X 軸クリップ上限 X 軸クリップ範囲の上限を示します 

③ X 軸クリップ下限 X 軸クリップ範囲の下限を示します 

④ Y 軸トラックバー Y 軸のクリップ範囲を表示します 

⑤ Y 軸クリップ上限 Y 軸クリップ範囲の上限を示します 

⑥ Y 軸クリップ下限 Y 軸クリップ範囲の下限を示します 

⑦ Z 軸トラックバー Z 軸のクリップ範囲を表示します 

⑧ Z 軸クリップ上限 Z 軸クリップ範囲の上限を示します 

⑨ Z 軸クリップ下限 Z 軸クリップ範囲の下限を示します 

⑩ Move to Center 

（画像位置合わせ） 

クリップ実行後，画像を中心に移動させるかど

うかを選択します 

⑪ Undo 

（アンドゥ） 

実行した処理を一つ前の状態に戻します 

⑫ Execute 

（実行） 

クリッピングを実行します 

⑬ X 軸クリップ後サイズ X 軸のクリップ後のボクセル数を表示します 

⑭ Y 軸クリップ後サイズ Y 軸のクリップ後のボクセル数を表示します 

⑮ Z 軸クリップ後サイズ Z 軸のクリップ後のボクセル数を表示します 

 

図 4.2.2 クリッピング領域の指定と実行 

① 
② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

⑩

」 
⑪ ⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 
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クリッピングフォーム表示時は，WorkForm に，クリップ範囲を示す赤線を表示

します。 

 

4.2.3 操作方法 

○ X，Y，Z 軸のクリップ範囲を決定します 

 以下のいずれかの方法で，クリップ範囲を選択できます 

・X，Y，Z 軸トラックバーのつまみを動かす 

・テキストボックスに数値を入力する 

・ボックス内のアップダウン（上下矢印）をクリックする 

 

○［Execute］ボタンを押します 

1. クリッピングが実行されます 

2. ［Move to Center］のチェックが On の場合，クリッピング処理後のオブ

ジェクトが中央に移動します。 

 

○ 実行結果をひとつ前の状態に戻す 

塗りつぶし処理を実行した後は，［Undo］ボタンが有効になります。 

［Undo］ボタンを押すと，ひとつ前の状態に戻すことができます。*4.2.1 

 

 

 

図 4.2.3 クリップ範囲表示 

*4.2.1 アンドゥ機能について 

クリッピング処理のアンドゥ機能は，クリッピングフォームを閉じ

ると無効になり，処理直前の状態に戻すことができなくなります。 

このフォームは，WorkForm を切り替えた場合にも自動的に閉じま

すのでご注意下さい。 
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4.3 領域拡張法 

［Edit］メニューより［Region Growing］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

4.3.1 機能概要 

領域拡張法を行います。2D 用の領域拡張，3D 用の領域拡張が選択できます。 

SEED 点が複数選択できます。 

また、ダイアログの右下をマウス左ドラッグすると、拡大表示が可能です。 

 

4.3.2 画面説明 

○コントロールフォーム 

 

 

 

No. 項 目 説 明 

① 画像 処理対象画像表示です 

② 縮小ボタン ①で表示する画像を縮小します 

③ 拡大ボタン ①で表示する画像を拡大します 

④ スライス番号指定スラ

イドバー 

①で表示する画像のスライスを指定します 

図 4.3.1 領域拡張法フォームのパラメータ説明 

① 

② ③ ④ ⑤ 

⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ 

⑪ 
⑫ 

⑬ 

⑭ 
⑮ 

⑱ 
⑲ 

⑳ 

⑥ 

㉓ ㉔ 

㉗ ㉖ 

⑯ ⑰ 

㉒ ㉑ 

㉕ 
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No. 項 目 説 明 

⑤ スライス番号 ①で表示する画像のスライス番号です 

⑥ Fit to Screen 

（全面表示） 

チェックが On の場合，スクリーンに画像全体

を表示します 

⑦ 処理方法 処理方法（2D，3D）を指定します 

⑧ Seed List 

（SEED 点リスト） 

SEED 点のリスト表示です 

⑨ Delete 

（SEED 削除） 

SEED 点リストで選択した点を削除します 

⑩ Delete All 

（SEED リスト削除） 

SEED 点すべてを削除します 

⑪ Interactive G/L Setting 

（グローバル／ローカ

ルパラメータ自動／手

動設定） 

グローバル／ローカルパラメータの自動／手動

設定を切り替えます 

⑫ グローバルパラメータ グローバルパラメータを指定します 

⑬ ローカルパラメータ ローカルパラメータを指定します 

⑭ Restricted region 

（範囲限定） 

2D-Multi のみ使用します 

範囲限定の処理を追加します 

⑮ Limits to Z-Axis 

（対象スライス範囲設

定） 

2D-Multi のみ使用します 

処理を実行するスライスの範囲の指定を可能に

します 

⑯ 対象スライス範囲指定

スライドバー 

2D-Multi のみ使用します 

処理を実行するスライスの範囲を指定します 

⑰ 対象スライス範囲・最大

値 

2D-Multi のみ使用します 

処理を実行するスライスの最大値を指定します 

⑱ 対象スライス範囲・最小

値 

2D-Multi のみ使用します 

処理を実行するスライスの最小値を指定します 

⑲ Execute 

（実行） 

領域拡張法を実行します 

⑳ Reset 

（リセット） 

実行結果を取り消します 

㉑ Inside 

（拡張領域内の塗りつ

ぶし設定） 

拡張領域内の塗りつぶしを行うか選択します 

Not Change：塗りつぶしを行わない 

Select Value：塗りつぶしを行う 
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No. 項 目 説 明 

㉒ 拡張領域内の塗りつぶ

しパラメータ 

Inside が SelectValue の時，塗りつぶしの値を

指定します。初期値はスライスの最大値です 

㉓ Outside 

（拡張領域外の塗りつ

ぶし設定） 

拡張領域外の塗りつぶしを行うか選択します 

Not Change：塗りつぶしを行わない 

SelectValue：塗りつぶしを行う 

㉔ 拡張領域外の塗りつぶ

しパラメータ 

OutSide が SelectValue の時，塗りつぶしの値

を指定します。初期値はスライスの最小値です 

㉕ Window W/L 

（ウィンドウレベル） 

スライス画像に対するウィンドウレベル設定の

有効・無効を切り替えます 

㉖ OK 結果をデータに適用してフォームを閉じます 

㉗ Cancel 結果を破棄してフォームを閉じます 
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4.3.3 操作方法 

○ 画像の大きさを変更する 

②および③でサイズを指定します。①の表示範囲を超えるサイズは，①にスク

ロールバーを表示します。 

 

○ 画像を全面に表示する 

⑥のチェックボックスを On にします。 

 

○ 表示するスライス面を変更する 

④のスライドバーを移動します。左側が 1，右側がスライス番号の最大値です。 

または，⑤の値に番号を入力します。 

 

○ SEED 点を追加する 

①内で，SEED 点にしたい箇所をクリックします。 

追加した SEED 点は，⑧に表示されます。 

領域拡張法実行時は，⑧のリストを使用します。 

処理から外す点は，⑧のチェックボックスからチェックを Off にしてください。 

 

○ 処理方法を決定する 

⑦で指定できます。2D，2D-Multi，3D があります。 

2D-Multi では，⑭，⑮のチェックボックスが有効になります。 

 

○ 範囲限定を使用する（2D-Multi のみ） 

⑭にチェックを On にすると，実行時に範囲限定をした領域拡張法を行います。 

 

○ グローバル／ローカルパラメータを設定する 

⑪にチェックを On にします。 

⑫，⑬の操作が可能になります。 

スクロールバーを移動して，値を設定します。 

⑪のチェックが Off の場合，自動で値を設定します。 

 

○ Z 軸範囲を決定する（2D-Multi のみ） 

⑮にチェックを On にします。 

⑯，⑰，⑱の操作が可能になります。 

スライドバーを移動して，範囲を設定します。 

⑮のチェックが Off の場合，全てのスライスが実行対象です。 
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○ 領域拡張法を実行する 

ボタン⑲を押します。 

 

○ 領域の決定後，拡張領域内(Inside)のみを抽出する 

1. あらかじめボタン⑲で領域拡張法を実行しておきます 

2. Inside で Not Change を選択します 

3. Outside で Select Value を選択します（この時，Outside の数値は画素の

最小値が入力されています） 

4. ボタン㉕を押すと，「データを更新して終了します。よろしいですか？」

とメッセージが表示されるので，「はい」を選択します。これにより，3

次元画像データが更新され，Inside のみが抽出されます 

 

○ 領域の決定後，拡張領域内(Inside)と拡張領域外(Outside)の 2 値化を行う 

1. あらかじめボタン⑲で領域拡張法を実行しておきます 

2. Inside で Select Value を選択します（この時，Inside の数値は画素の最

大値が入力されています） 

3. Outside で Select Value を選択します（この時，Outside の数値は画素の

最小値が入力されています） 

4. ボタン㉕を押すと，「データを更新して終了します。よろしいですか？」

とメッセージが表示されるので，「はい」を選択します。これにより，3

次元画像データが更新され，2 値化されます 

 

○ 領域の決定後，拡張領域外(Outside)のみ塗りつぶしを行う 

1. あらかじめボタン⑲で領域拡張法を実行しておきます 

2. Inside で Select Value を選択し，更に右側の数値を Outside の数値と同

じ値に変更します 

3. Outside で Not Change を選択します 

4. ボタン㉕を押すと，「データを更新して終了します。よろしいですか？」

とメッセージが表示されるので，「はい」を選択します。これにより，3

次元画像データが更新され，Outside のみが黒で塗りつぶされます

（Inside のみ抽出と同じ結果になります） 
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○ 処理結果の例 

 

 

4.3.4 環境設定 

第 6 章「環境設定」の「Region Growing」の項を参照してください。 

 

 

 

図 4.3.3 実行結果例 
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4.4  3次元画像処理フィルタ 

3 次元画像処理フィルタは，ボリュームデータを持たない WorkForm では利用でき

ません。［Edit］メニューより［Image Filter］を選択してください。 

4.4.1 機能概要 

ボリュームデータに対して，スムージング，簡易ノイズ除去，2 値化，濃淡反

転，エッジ抽出，膨張・収縮，距離変換及びユーザー定義フィルタの処理が行え

ます。膨張・収縮はグレースケール画像および 2 値画像，距離変換は(0, 255)の 2

値画像に対応しています。 

○ 処理結果例 

処理前の画像（図 4.4.1）と濃淡反転後の画像（図 4.4.2）を示します。 

 

 

図 4.4.1 処理前 

図 4.4.2 濃淡反転後 
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4.4.2 画面説明 

 

 

 

 

*4.4.1 Image Filter フォームの画面構成 

Image Filter フォームは，選択中の画像処理フィルタにあわせて，

表示されるコントロールが変更されます。例えば，図 4.4.3 の⑤

～⑦は，［Binarize]が選択されているときにのみ表示されます。 

また，図 4.4.4 の⑳は， [Noise Deletion], [Smoothing], 

[Dilation/Erosion], [Standard Diviation]など周辺画素を走査

するフィルタが選択されているときにのみ表示されます。 

図 4.4.3 Image Filterフォーム*4.4.1 

①①①   

③ ④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 
⑪ 

⑮ 

⑫ 

⑯ 

⑲ 

② 

⑩ 

⑰ ⑱

ゅ

う

ろ

く 

⑬ ⑭ 

図 4.4.4 Image Filterフォーム（平滑化） 

⑳ 
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図 4.4.6 Image Filterフォーム（グレースケール画像の膨張・収縮） 

㉒ 

㉓ 

 

膨張 収縮 

図 4.4.5 Image Filterフォーム（エッジ抽出） 

㉑ 
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No. 項 目 説 明 

① 断面表示 断面画像を表示します 

② Image Size Adjustment 

（描画サイズ変更） 

①に表示する画像の倍率を調整します 

③ スライス位置 

（トラックバー） 

表示する断面のスライス位置を設定します 

④ スライス位置 

（アップダウン） 

表示する断面のスライス位置を設定します 

図 4.4.8 Image Filterフォーム（標準偏差） 

㉕ 

図 4.4.7 Image Filterフォーム（勾配） 

㉔ 
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No. 項 目 説 明 

⑤ Select Filter 

（フィルタ選択） 

画像処理フィルタを選択します 

⑥ Preview 

（プレビューチェックボッ

クス） 

2 値化の処理結果をあらかじめ①で確認で

きるようにします 

⑦ Threshold 

（閾値アップダウン） 

2 値化の閾値を設定します 

⑧ 閾値トラックバー 2 値化の閾値を設定します 

⑨ Min 

（最小値トラックバー） 

2 値化の最小値（黒値）を指定します 

⑩ Min 

（最小値アップダウン） 

2 値化の最小値（黒値）を指定します 

⑪ Max 

（最大値トラックバー） 

2 値化の最大値（白値）を指定します 

⑫ Max 

（最大値アップダウン） 

2 値化の最大値（白値）を指定します 

⑬ Apply ボタン 選択中の画像処理フィルタを実行します 

⑭ Reset ボタン プレビュー画像をフィルタ前の初期状態に

戻します 

⑮ Select Plane Type 

（断面選択） 

表示する断面を XY，YZ，XZ から選択しま

す 

⑯ Preview WindowW/L Mode 

（描画モードチェックボッ

クス） 

WorkForm の WindowW/L 設定を引き継い

だ描画を有効にします 

⑰ OK ボタン 処理内容を WorkForm に適用して，Image 

Filter フォームを閉じます 

⑱ Cancel ボタン 処理内容を破棄して Image Filter フォーム

を閉じます 

⑲ ×ボタン 処理内容を破棄して Image Filter フォーム

を閉じます（Cancel ボタンと同じです） 

⑳ Neighbor Type 

近傍タイプ 

画像を走査する際の近傍タイプおよび範囲

を選択します 

近傍タイプは，Rectangle（矩形）， 

Sphere（球）のどちらかを選択できます 

範囲は，Voxels（画素），Length（実寸）の
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No. 項 目 説 明 

どちらかを選択できます 

詳細は「4.4.3 操作方法」をご覧ください 

㉑ Sobel / Laplacian 

ラジオボタン 

エッジ抽出フィルタの種類を選択します 

㉒ Dilation / Erosion 

ラジオボタン 

膨張または収縮フィルタを選択します 

㉓ Iteration Num. 

繰り返し回数 

膨張または収縮フィルタの繰り返し回数を

指定します 

㉔ Gradient 

勾配の閾値 

各画素間の勾配（濃度の差）を求め，ここ

で指定した閾値以上になる画素のみを抽出

します 

エッジ検出に活用出来ます 

㉕ Standard Deviation 

標準偏差の閾値 

各画素について Neighbor Type で指定した

近傍の標準偏差を求め，ここで指定した閾

値以上になる画素のみを抽出します 

エッジ検出に活用出来ます 

4.4.3 操作方法 

○ 簡易ノイズ除去を実行する 

1. フィルタ選択で［Simple Noise Deletion］を選択する 

2. Apply ボタンをクリックする 

 

○ 平滑化を実行する 

1. フィルタ選択で［Smoothing］を選択する 

2. Apply ボタンをクリックする 

 

○ 2 値化を実行する 

1. フィルタ選択で［Binarize］を選択する 

2. 閾値トラックバー，閾値アップダウンを使い，閾値を設定する 

3. Apply ボタンをクリックするか、プレビュー表示中に OK ボタンを押す 

 

○ 距離変換*4.4.2を実行する 

1. ［Binarize］フィルタで抽出したい表面の２値化を(0,255)で行う 

2. フィルタ選択で［Distance Transformation］を選択する 

3. Apply ボタンをクリックする 
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○ 濃淡反転を実行する 

1. フィルタ選択で［Reversing B/W］を選択する 

2. Apply ボタンをクリックする 

 

○ エッジ抽出を実行する 

1. フィルタ選択で［Edge Extraction］を選択する 

2. ［Sobel］または［Laplacian］を選択する 

3. Apply ボタンをクリックする 

 

○ 膨張・収縮を実行する 

1. フィルタ選択で［Dilation/Erosion］を選択する 

2. ［Dilation］または［Erosion］を選択し，繰り返し回数を指定する 

3. Apply ボタンをクリックする 

 

○ 描画サイズを変更する 

 －ボタンをクリックで画像が縮小されます 

 ＋ボタンをクリックすると画像が拡大されます 

 

○ 断面を変更する 

 断面の方向を変更する場合は，［XY］，［YZ］，［XZ］の内，表示させたい

ものをクリックします 

*4.4.2 距離変換について 

２値画像に対して，３次元ユークリッド距離変換を行うフィルタ

です。画像の黒を背景として，白に到達するまでの最短経路を 0

～255 の濃度で表します。255 に近いほど白くなります。 

例えば，血管（冠動脈，肝静脈等）に造影剤を入れた CT 画像に

対し，血管到達への最短経路を求めるといった応用が可能です。 

図 4.4.9 距離変換の実行例（冠動脈・左心室の形状抽出） 
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 スライス位置を変更する場合は，スライス位置トラックバー，またはスラ

イス位置アップダウンを操作します 

 

○フィルタの近傍タイプを変更する（膨張・収縮，標準偏差のみ） 

1. ⑲の Neighbor Type から，Rectangle（矩形） と Sphere（球）のどち

らかを選択します 

2. 更に Voxels（画素）と Length（実寸）のどちらかを選択し，近傍の範囲

を指定します。Voxels の場合は，右のコンボボックスから 3×3×3，5

×5×5，7×7×7 のいずれかを指定できます。Length の場合は，1～10

を指定できます 

3. Apply ボタンをクリックします 

 

○画像処理を終了する 

 画像処理の結果を適用する場合は，OK ボタンをクリックします 

 画像処理の結果を適用せずに終了する場合は，×ボタン，または Cancel

ボタンをクリックします 

 

 

 

 

*4.4.3 勾配と標準偏差の閾値について 

勾配と標準偏差は、いずれもエッジ検出に有効です。 

勾配は、注目画素と隣接画素との差分から変化の大きい画素

のみを抽出します。画素数 n, 各軸方向の差分を fx,fy,fz とした

時の閾値の計算式を示します。 

 

標準偏差は、注目画素の近傍画素から標準偏差の大きい画素

のみを抽出します。画素数 n, 相加平均μとした時の閾値の計

算式を示します。 
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4.5  3次元矩形塗りつぶし 

［Edit］メニューより，［Voxel Paint］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

4.5.1 機能概要 

3 次元空間上で塗りつぶしたい範囲を指定し，範囲内に含まれるデータの内容を

確認しながら，指定した輝度値で塗りつぶしを行います。 

 

 

 

図 4.5.1 3次元矩形塗りつぶし機能 

Cube 
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4.5.2 画面説明 

○コントロールフォーム 

 

 

No. 項 目 説 明 

① X 軸トラックバー X 軸方向の塗りつぶし範囲（上限，下限）を設

定します 

② X 軸範囲上限 X 軸方向の塗りつぶし範囲の上限を数値で指定

します 

③ X 軸範囲下限 X 軸方向の塗りつぶし範囲の下限を数値で指定

します 

④ Y 軸トラックバー Y 軸方向の塗りつぶし範囲（上限，下限）を設

定します 

⑤ Y 軸範囲上限 Y 軸方向の塗りつぶし範囲の上限を数値で指定

します 

⑥ Y 軸範囲下限 Y 軸方向の塗りつぶし範囲の下限を数値で指定

します 

⑦ Z 軸トラックバー Z 軸方向の塗りつぶし範囲（上限，下限）を設

定します 

⑧ Z 軸範囲上限 Z 軸方向の塗りつぶし範囲の上限を数値で指定

します 

図 4.5.2 指定した 3次元矩形での塗りつぶし 

① ② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 
⑮ 

⑯ 

⑰ 
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No. 項 目 説 明 

⑨ Z 軸範囲下限 Z 軸方向の塗りつぶし範囲の下限を数値で指定

します 

⑩ 塗りつぶし輝度値設定 塗りつぶしを行なう際の輝度値を数値で指定し

ます 

⑪ 塗りつぶし輝度値色 塗りつぶす際の輝度値の色が表示されます 

⑫ 塗りつぶし輝度値選択

（トラックバー） 

塗りつぶしを行なう際の輝度値をトラックバー

で選択します 

⑬ Preview 

（プレビューチェック

ボックス） 

範囲内の内容のプレビュー表示を切り替えます 

⑭ opacity of 2DTex 

（2Dテクスチャ不透明

度設定スライドバー） 

指定した矩形範囲の面に表示される，2D テクス

チャの不透明度を設定します 

⑮ View inner Volume 

（ボリューム表示切り

替えチェックボック

ス） 

指定した範囲内のボリューム画像の表示有無を

切り替えます 

⑯ Undo 

（アンドゥボタン） 

実行した処理を一つ前の状態に戻します 

⑰ Execute 

（実行ボタン） 

塗りつぶし処理を実行します 

 

4.5.3 操作方法 

○ 塗りつぶし範囲を指定する 

①～⑨の X，Y，Z，それぞれの軸のトラックバー，もしくはスライス位置を

示す数値を変更して塗りつぶす範囲を指定します。 

 

○ プレビュー画像を表示する 

⑬のプレビューチェックボックスを On にすると，プレビュー画像が表示され

ます。プレビューは，2D テクスチャと 3D のボリュームの 2 種類で表示され

ます。 

2D テクスチャは選択した矩形範囲の面上に表示されます。⑭の不透明度スラ

イドバーで，テクスチャの透過具合を調整します*4.5.1。 

3D のボリュームは矩形範囲内のボリュームを表示*4.5.2します。⑮のボリュー

ム表示切り替えチェックボックスで，表示の On/Off を切り替えます。 
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図 4.5.3 WindowW/Lの設定による 2Dテクスチャの表示 

*4.5.2 プレビュー表示時のボリューム画像 

プレビュー表示時に表示される 3D ボリューム画像は，その時に

表示処理しているレンダリング方法（ボリュームレンダリング，

ポイントベースボリュームレンダリング，インデックスイメージ

等）の設定で表示処理が行なわれます。 

*4.5.1  2D テクスチャの表示設定 

2D テクスチャは不透明度の設定だけではなく，WindowW/Lの設

定内容も反映され表示されます。（図 4.5.3） 
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○ ボリューム画像だけをプレビューする 

3D のボリューム画像だけを表示したい場合は，⑭の 2D テクスチャの不透明

度トラックバーを左端へ移動すると，2D テクスチャが透明になりボリューム

画像だけが表示されます。*4.5.3 *4.5.4 

 

 

 

 

図 4.5.4 クリッピングプレーン使用による表示の変化 

通常のボリューム表示 クリッピングプレーン使用時 

*4.5.4 通常のレンダリングによる表示と重なることがあります 

矩形範囲内のボリューム表示と同時に，通常のボリュームレンダリ

ングによる表示も可能です。 

矩形範囲内のボリュームだけを表示したい場合は，WorkForm 上

のボリューム表示切り替えで通常のボリュームを非表示にして下

さい。 

*4.5.3 クリッピングプレーンとの併用はできません 

仕様により 3D のボリューム画像のプレビュー表示と，クリッピ

ングプレーンの併用はできませんのでご注意下さい。 

クリッピングプレーンの使用中は，矩形範囲内のボリューム画像

は表示されません。（図 4.5.4） 
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○ 塗りつぶしを実行する 

1. コントロールフォーム上の⑩で数値を入力，または⑫のトラックバーを使

用して輝度値を指定します*4.5.5 

2. ⑰の［Execute］ボタンを押して塗りつぶし処理を実行します*4.5.6 

 

 

 

 

 

 

図 4.5.5 WindowW/Lによる塗りつぶし設定色の連動 

*4.5.6 塗りつぶした輝度値でボリュームが表示されます 

輝度最小値，輝度最大値で塗りつぶしを実行すると，矩形範囲内

がそれぞれの輝度値でボリューム画像がプレビューされます。（こ

の時，ボリュームレンダリング等のデフォルトの伝達関数設定で

プレビューされます）（図 4.5.6） 

*4.5.5 WindowW/Lと塗りつぶし設定色は連動します 

⑪に表示される輝度値色と⑫に表示されるグラデーションは，

WindowW/Lの設定に連動します。（図 4.5.5） 

2D テクスチャに表示される色と同じ色が表示されますので，塗り

つぶす際の輝度値の指標にできます。 
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○ 実行結果をひとつ前の状態に戻す 

塗りつぶし処理を実行した後は，⑯の［Undo］ボタンが有効になります。

［Undo］ボタンを押すと，ひとつ前の状態に戻すことができます。*4.5.7 

 

 

 

図 4.5.6 塗りつぶし処理結果例 

輝度最小値で塗りつぶし処理を実行 

輝度最大値で塗りつぶし処理を実行 

*4.5.7 アンドゥ機能について 

3 次元矩形塗りつぶし処理のアンドゥ機能は，3 次元矩形塗りつ

ぶしフォーム（Voxel Paint フォーム）を閉じると無効になり，

処理直前の状態に戻すことができなくなります。 

このフォームは，WorkForm を切り替えた場合にも自動的に閉じ

ますのでご注意下さい。 
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4.6  3次元画像の等方ボリューム化 

［Edit］メニューより，［Iso-Volume］を選択してください。 

 

4.6.1 機能概要 

本機能を用いることで 3 次元画像に対し 3 重線形補間を行い，X，Y，Z，各ボク

セルの大きさが同じである等方ボリュームを作成できます。 

 

4.6.2 画面説明 

○コントロールフォーム 

 

No. 項 目 説 明 

① 現在ボクセル数表示 3 次元画像の現在の X，Y，Z 方向のボクセル数

及びピッチ幅を表示します 

② 結果ボクセル数表示 補間の結果得られる 3 次元画像の X，Y，Z 方向

のボクセル数及びピッチ幅を表示します 

③ X 方向倍率 結果画像の X 方向のボクセル数を現在のボクセ

ル数に対する倍率で設定します 

④ Y 方向倍率 結果画像の Y 方向のボクセル数を現在のボクセ

ル数に対する倍率で設定します 

⑤ Z 方向倍率 結果画像の Z 方向のボクセル数を現在のボクセ

ル数に対する倍率で設定します 

図 4.6. 3重線形補間による等方ボリューム化 

①  

②  

③  
④  
⑤  

⑥  

⑦  
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No. 項 目 説 明 

⑥ 等方ボクセル化ボタン 等方ボクセルとなる倍率を自動で設定します 

⑦ 補間実行ボタン 3 重線形補間を実行します 

 

4.6.3 操作方法 

○ 倍率を指定する 

③，④，⑤の値を設定します。入力領域の右側の加算ボタン，減算ボタンを

クリックすると 0.1 倍刻みで数値が変動します。キーボードから直接入力する

ことも可能です。 

※⑥等方ボクセル化ボタンをクリックと，等方ボクセル化する際の倍率を自

動計算できます。 

○ 補間を実行する 

⑦を押し，補間処理を開始します。マシンスペック及び倍率によっては処理

完了までに数分かかることがあります。 
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4.7  3次元プリミティブ（球，円筒，直方体）抽出 

［Edit］メニューより，［Volume Carving］を選択してください。 

 

4.7.1 機能概要 

3 次元画像上で切り取りたい領域を指定し，その領域のみを抽出します（Mode: 

inside）。また，その領域以外を抽出します。（Mode: outside） 

 

 

図 4.7.1.1 円筒形抽出（Inside） 図 4.7.1.2 円筒形抽出（Outside） 
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4.7.2 画面説明 

○コントロールフォーム 

 

No. 項 目 説 明 

① 抽出領域 X 幅 抽出領域の X 方向のサイズを指定します 

② 抽出領域 Y 幅 抽出領域の Y 方向のサイズを指定します 

③ 抽出領域 Z 幅 抽出領域の Z 方向のサイズを指定します 

④ 抽出領域 X 角 抽出形状の X 軸に対する角度を指定します 

⑤ 抽出領域 Y 角 抽出形状の Y 軸に対する角度を指定します 

⑥ 抽出領域 Z 角 抽出形状の Z 軸に対する角度を指定します 

⑦ 抽出領域 X 位置 抽出領域の X 方向の位置を指定します 

⑧ 抽出領域 Y 位置 抽出領域の Y 方向の位置を指定します 

⑨ 抽出領域 Z 位置 抽出領域の Z 方向の位置を指定します 

⑩ 抽出形状選択 抽出を行う形状を選択します 

⑪ 抽出領域選択 画像の抽出タイプを選択します 

詳細は 4.7.3 操作方法の「抽出タイプを選択する」

を参照してください 

⑫ センター合わせ 抽出実行後，画像を中心に移動させます 

⑬ アンドゥボタン 実行した処理を一つ前の状態に戻します 

⑭ 実行ボタン 抽出を実行します 

① 
② 
③ 

④ 
⑤ 
⑥ 

⑦ 
⑧ 
⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
⑬ 

図 4.7.2.1 抽出領域、抽出タイプの設定と実行   

 

⑭ 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

79 

4.7.3 操作方法 

○ 抽出領域を決定する 

抽出領域のサイズを①～③によって決定し，抽出位置を⑦～⑨によって決定

します。領域を X，Y，Z 軸に対して傾けたい場合，④～⑥によって角度を設

定します。 

 

○ 抽出形状を選択する 

抽出形状を⑩の球，円柱，直方体から選択します。円柱を選択した場合 X，Y

方向の領域サイズが常に等しくなります。球を選択した場合には X，Y，Z 方

向の領域サイズが常に等しくなります。 

 

○ 抽出タイプを選択する 

出力する範囲が，指定した範囲内か範囲以外かなどを選べます。 

⑪の Inside を選択した場合，指定した範囲内のみが抽出されます。 

Outside を選択した場合，指定した範囲を現在の 3 次元画像の最小値で塗りつ

ぶします。 

Inside(Keep Size)を選択した場合，画像サイズを変更せずに指定した範囲内

を抽出します。 

Inside(Change Coordinate System)を選択した場合，選択領域のみが含まれ

るように傾けたボリューム画像を生成します。この時、Pitch に入力した数値

で等方ボクセル化（X，Y，Z ピッチを同じ数値で統一）を行います。Pitch

の初期値は，元画像の X，Y，Z ピッチ幅のうち最小の値がセットされます。 

 

○ 実行結果をひとつ前の状態に戻す 

塗りつぶし処理を実行した後は，⑬の［Undo］ボタンが有効になります。 

［Undo］ボタンを押すと，ひとつ前の状態に戻すことができます。 
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4.8 3次元任意形状切り抜き 

［Edit］メニューより，［Volume Segment］を選択します。 

 

4.8.1 機能概要 

スクリーン上で指定した形状で，3 次元画像の一部を切り抜きます（領域消去）。 

 

4.8.2 画面説明 

    ○コントロールフォーム 

 

 

 

図 4.8.1.1 消去領域選択 図 4.8.1.2 領域消去後の 3 次元画像 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

図 4.8.2 任意形状による領域指定と切り抜き 

⑪ 
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No. 項 目 説 明 

① 長方形 消去する領域を長方形で指定します 

② 楕円 消去する領域を楕円で指定します 

③ 多角形 消去する領域を多角形で指定します 

④ 曲線 消去する領域を曲線で指定します。曲線で囲まれた

領域が消去対象となります 

⑤ フリーハンド 消去する領域をフリーハンドで指定します 

⑥ 内部消去モード 指定した領域の内部を消去します 

⑦ 外部消去モード 指定した領域の外部を消去します 

⑧ 領域クリアボタン 領域の指定を取り消します 

⑨ アンドゥボタン 消去作業を取り消します 

⑩ 消去実行ボタン 消去作業を実行します 

⑪ 表示領域の指定 領域消去の対象範囲を XYZ 方向で指定します。ここ

で非表示にした領域は消去の対象外となります 

 

4.8.3 操作方法 

○ 消去領域を指定する 

1. 消去領域の形状を①～⑤から選択します。選択後、消去領域の指定モード

になり，以下の領域指定が可能になります。 

2. 三次元ビュー上のどこかを左クリックします 

3. マウスを移動し，次の点を左クリックします 

4. 消去領域が希望する形状になったら右クリックをします。この作業で消去

領域が確定します 

※ ①長方形及び②楕円の場合は 2回のクリックで領域指定が完了します 

※ ③多角形，④曲線及び⑤フリーハンドの場合は，右クリックをするま

で作図が続きます 

※ ⑤フリーハンドの場合は，ドラッグ中は任意の線，マウス移動中は最

後に左ボタンを離した点からの直線が作成されます 

5. 1～4 を繰り返すことで，領域を複数指定できます（図 4.8.3.1） 

6. 領域の内部を消去する場合は⑥，領域の外部を消去する場合は⑦を選択し

ます（図 4.8.3.2） 

 

○ 消去領域を編集する 

1.  マウスボタンをハンドル（■）に合わせます 

2.  ハンドルの色が変化したら，ドラッグします（図 4.8.3.3） 

※フリーハンドの領域は編集できません 
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図 4.8.3.1 消去領域複数指定 図 4.8.3.2 消去領域の反転 

図 4.8.3.3 消去領域の編集 
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4.9 スライス方向反転 

［Edit］メニューより，［ReverseX］，［ReverseY］，［ReverseZ］を選択します。 

選択すると，即時実行されます。同じ操作を 2 回行うと元の状態に戻ります。 

指定した軸方向に対し，画像の反転を行う機能です。 

 

4.9.1 機能概要 

以下は，［ReverseZ］により，ボリュームデータの上下（Z 軸方向）を反転した例

です。 

 

 

 

図 4.9.1 反転の例 
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4.10 ボリュームレンダリング 

［Tools］メニューより［Volume Rendering］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

4.10.1 機能概要 

ボリュームデータ全体の輝度分布をいくつかに領域分けし，それぞれに色と透明

度を設定して 3 次元表示を行います。設定した色や透明度（以下，伝達関数）は

ファイルへ保存して後に読み込んで使用することができます。ボリュームデータ

を入力した直後は，環境設定による色と透明度が設定された状態です。ボリュー

ムレンダリングの環境設定については，第 6 章「各種設定」の「ボリュームレン

ダリング」を参照してください。 

 

○ 処理結果例 

色と透明度を設定してレンダリングを行った結果を示します。（図 4.10.1） 

 図 4.10.1レンダリング結果 

設定前 

設定後 
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4.10.2 画面説明 

 

No. 項 目 説 明 

① プリセット選択 プリセットの選択を行います 

（プリセットフォルダの設定については，第 6 章 

「環境設定」の「Volume Rendering」項目の

「Preset Folder」で設定できます） 

② プリセット表示切り

替え 

プリセットの表示・非表示を切り替ええます 

③ グラフ 輝度値のヒストグラムと色設定，透明度の折れ線

グラフを表示します 

透明度のポイントは左ドラッグで上下方向に移動

できます 

④ 輝度最小値 ボリュームデータの最小輝度値を表示します 

⑤ 輝度最大値 ボリュームデータの最大輝度値を表示します 

⑥ 透明度トラックバー 右クリックで新規つまみを追加し，左クリックで

つまみを削除します 

つまみは左ドラッグで左右方向に移動できます 

⑦ visible 

（可視状態切り替え） 

選択中の透明度つまみから次の透明度つまみまで

の領域を可視にするかどうかを設定します*4.9.1 

⑧ Value 

（透明度） 

選択中のつまみの透明度を設定します*4.9.1 

図 4.10.2 ボリュームレンダリングフォーム 

③

① 

④ 
⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ 

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

 ⑯ 

 

⑰ 

 

① 

② 

⑲ 

⑳

⑱

⑰ 

 

⑤ 

⑱ 
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No. 項 目 説 明 

⑨ Level（Alpha） 

（透明度つまみ輝度

ボックス） 

選択中の透明度つまみの輝度を表示します 

キー入力またはスピンボタンで値を変更すること

ができます*4.10.1 

⑩ 色トラックバー 右クリックで新規つまみを追加し，左クリックで

つまみを削除します 

つまみは左ドラッグで左右方向に移動できます 

⑪ Color 

（色変更） 

選択中のつまみの色を変更します*4.10.1 

⑫ R 

（R 成分） 

選択中のつまみの色の R 成分を表示します 

キー入力またはスピンボタンで変更することがで

きます*4.10.1 

⑬ G 

（G 成分） 

選択中のつまみの色の G 成分を表示します 

キー入力またはスピンボタンで変更することがで

きます*4.10.1 

⑭ B 

（B 成分） 

選択中のつまみの色の B 成分を表示します 

キー入力またはスピンボタンで変更することがで

きます*4.10.1 

⑮ Level（Color） 

（色つまみ輝度ボッ

クス） 

選択中の色つまみの輝度を表示します 

キー入力またはスピンボタンで値を変更すること

ができます*4.10.1 

⑯ Save 

（保存） 

現在の伝達関数をファイルに保存するためのフォ

ーム（図 4.10.3）を表示します 

⑰ Load 

（読み込み） 

伝達関数ファイルを読み込むためのフォーム（図

4.10.4）を表示します 

⑱ Shading 

（陰影付け） 

レンダリングの際に陰影付けを行うかどうかを設

定します 

⑲ AutoUpdate 

（自動更新切り替え） 

つまみの設定を変更するたびにレンダリングを行

うかどうかを設定します 

⑳ Update 

（更新） 

現在の設定でレンダリングを行います 

 

*4.10.1 コントロールの利用可能タイミング 

⑦⑧⑨および⑪～⑮のコントロールに関しては，単一ポイントが選

択されている場合にのみ利用可能となります。複数ポイントが選択

状態にある場合は利用できません。 
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No. 項 目 説 明 

① 伝達関数ファイル

保存先ディレクト

リ 

伝達関数ファイルの保存先となるディレクトリ名を

表示します 

② ディレクトリ変更 伝達関数ファイルの保存先となるディレクトリを変

更するためのディレクトリ選択ダイアログを表示し

ます 

③ ディレクトリ移動 一つ上の階層のディレクトリに移動します 

④ 伝達関数ファイル

一覧 

保存先ディレクトリ内にある伝達関数ファイルの一

覧を表示します 

⑤ コメントボックス 保存する伝達関数ファイルに書き込むコメントを入

力します 

⑥ ファイル名ボック

ス 

保存する伝達関数ファイル名を入力します 

⑦ Save 

（保存） 

設定した情報（ファイル名，コメント，プレビューイ

メージ）で伝達関数ファイルを保存します 

⑧ プレビューイメー

ジ 

保存する伝達関数ファイルのプレビューイメージを

表示します 

⑨ イメージファイル

名ボックス 

保存する伝達関数ファイルのプレビューイメージフ

ァイル名を表示します 

⑩ イメージファイル

変更 

プレビューイメージを選択するダイアログを表示し

ます 

図 4.10.3 伝達関数保存フォーム 

① ② 

⑤

5

④ 

④

③ 

⑥

⑤ 

⑦

⑥ 

⑧

⑦ 

⑨

⑧ 

⑩

⑨ ⑪

⑩ 

③

② 
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No. 項 目 説 明 

⑪ Use Capture 

Image 

（キャプチャイメ

ージ使用） 

プレビューイメージに現在のワークフォームをキャ

プチャした画像を使用します 

 

 

 

No. 項 目 説 明 

① 伝達関数ファイル

読み込み元ディレ

クトリ 

伝達関数ファイルの読み込み元となるディレクトリ

名を表示します 

② ディレクトリ変更 伝達関数ファイルの読み込み元となるディレクトリ

を変更するためのディレクトリ選択ダイアログを表

示します 

③ ディレクトリ移動 一つ上の階層のディレクトリに移動します 

④ 伝達関数ファイル

一覧 

読み込み元ディレクトリ内にある伝達関数ファイル

の一覧を表示します 

⑤ コメントボックス ④で選択した伝達関数ファイルのコメントを表示し

ます 

⑥ ファイル入力ボッ

クス 

読み込む伝達関数ファイル名を表示します 

⑦ Load 

（読み込み） 

④で選択した伝達関数ファイルを読み込みます 

⑧ プレビューイメー

ジ 

④で選択した伝達関数ファイルのプレビューイメー

ジを表示します 

図 4.10.4 伝達関数読み込みフォーム 

① ② 

⑤

5

④ 

④

③ 

⑥

⑤ 

⑦

⑥ 

⑧

⑦ 

⑨

⑧ 

③
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BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

89 

No. 項 目 説 明 

⑨ イメージファイル

名ボックス 

④で選択した伝達関数ファイルのプレビューイメー

ジファイル名を表示します 

設定されていない場合は，空欄です 
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4.10.3 操作方法 

 

○ 輝度分布を領域分け*4.10.2する 

1. 透明度トラックバー上を左クリックして，つまみを追加します（図 4.10.5） 

また，グラフ上で Ctrl クリックすることでも追加できます（図 4.10.6） 

クリック位置はグラフ下の左右にある最小輝度値と最大輝度値を基準に，

グラフ上の升目を目安にします 

   つまみの追加により，輝度分布を 2 つに領域分けしたことになります 

2. 追加したつまみは選択状態（非選択時は△・選択時は△）となり，透明度

つまみ輝度ボックスに輝度を表示します  

3. つまみの輝度を変更したいときは，つまみを左ドラッグで左右方向に移動

します 

 

 

 

 

 図 4.10.6 グラフ上での透明度つまみの追

加 

追加位置を Ctrlクリック 

図 4.10.5透明度つまみの追加 

追加位置を左クリック 

領域１ 領域２ 

*4.10.2 領域分けとは 

輝度分布をつまみで区切ることを指します。あるつまみの輝度値

から次のつまみの輝度値-1 までがひとつの領域となります。透明

度と色は，つまみで設定しますが，つまみのない輝度には前後の

つまみの透明度または色を線形補間した値が適用されています。 
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○ 複数のポイントを選択する 

1. 透明度トラックバー上の始点とするつまみ，またはグラフ上の始点とする

ポイントをクリックします（図 4.10.7） 

2. 透明度トラックバー上の終点とするつまみ，またはグラフ上の終点とする

ポイントを Shift クリックします（図 4.10.8） 

 

 

 

 

終点とするつまみ（ポイント）を Shiftクリック 

図 4.10.8終点の選択 

始点とするつまみ（ポイント）をクリック 

図 4.10.7始点の選択 
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○ 矩形を使って複数のポイントを選択する（図 4.10.9） 

1. グラフ上で選択したい範囲をドラッグすると，半透明の矩形が描かれます 

2. マウスボタンを放し，ドラッグを終了すると矩形に含まれていたポイント

が選択されます 

 

選択したい範囲をドラッグ 

図 4.10.9矩形を使った複数選択 
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○ グラフ上でポイントを移動させる*4.10.3（図 4.10.10） 

1. グラフ上で選択中のポイントをドラッグすると，ポイントの移動後の様子

が表示されます 通常は平行移動のみ，Shift を押していると垂直移動のみ，

Alt を押していると自在移動となります 

2. マウスボタンを放し，ドラッグを終了するとポイントの移動が完了します 

 

 

*4.10.３ 選択ポイント数によるポイント移動の違い 

複数ポイントを移動させた場合は，選択されていないポイントで

作られた透明度グラフも保存するようにポイントが自動で追加さ

れます。しかし，単一ポイントを移動させた場合はポイントの追

加は行われません。 

 

移動したいポイントを選択し，ドラッグ 

図 4.10.10グラフ上でのポイント移動 
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 ○ 不可視の領域*4.10.4を設定する 

1. 不可視にしたい領域の先頭にあるつまみを，透明度トラックバーを左クリ

ックして選択状態にします 

2.［visible］をクリックしてチェックを Off にします 

3.［Update］ボタンをクリックします 

 

 

*4.10.4 不可視の領域とは 

透明度が０の領域を指します。領域の先頭と次のつまみの透明度

を０にするとその領域は表示しなくなりますが，「透明度０で表

示」の状態です。不可視にするためには，領域の先頭のつまみの

［visible］のチェックをOff にしてください。 
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○ 色を設定する 

1. 色トラックバー上を左クリックして，つまみを追加します（図 4.10.11）   

クリック位置はグラフ下の左右にある最小輝度値と最大輝度値を基準に，

グラフ上の升目を目安にします 

2. 追加したつまみは選択状態となり，色つまみ輝度ボックスに輝度を表示し

ます 

3. つまみの輝度を変更したいときは，つまみを左ドラッグで左右方向に移動

します 

4. つまみの色を変更したいときは，変更したいつまみをダブルクリックする

か［Color］ボタンをクリックして［色の設定］フォーム（図 4.10.12）を

表示します 

 

 

 

 

 

図 4.10.12 色の設定フォーム 

settei  

追加位置を左クリック 

図 4.10.11 色つまみの追加 
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○ 自動更新を有効にする 

1. ［AutoUpdate］をクリックしてチェックを On にします 

2. ワークフォームでボリュームが表示状態であれば，つまみを更新するたび

にその設定でボリュームレンダリングを行います 

 

○ 伝達関数ファイルへコメントを付けて保存する 

1. ［Save］ボタンをクリックして伝達関数保存フォームを表示します 

2. コメントボックスへコメントを入力します（図 4.10.13） 

3. ファイル名を入力して［Save］ボタンをクリックします 

 

 

 

○ 伝達関数ファイルのプレビューイメージとしてワークフォームのキャプチャ

を指定して保存する 

1. ［Save］ボタンをクリックして伝達関数保存フォームを表示します 

2. ［Use Capture Image］をクリックしてチェックをOnにします（図4.10.14） 

3. ファイル名を入力して［Save］ボタンをクリックします 

 

 図 4.10.14 伝達関数ファイルへのプレビューアイコン設定１ 

［Use Capture Image］のチェックを On 

図 4.10.13 伝達関数ファイルへのコメント設定 

コメントを入力 
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○ 伝達関数ファイルのプレビューイメージとして既存の画像ファイルを指定し

て保存する 

1. ［Save］ボタンをクリックして伝達関数保存フォームを表示します 

2. イメージファイル変更ボタンをクリックして（図 4.10.15），表示される［フ

ァイルを開く］フォームで画像ファイルを指定します 

3. ファイル名を入力して［Save］ボタンをクリックします 

 

 

 

○ 伝達関数の設定を読み込む 

1. ［Load］ボタンをクリックして伝達関数読み込みフォームを表示します 

2. 伝達関数ファイル一覧から読み込むファイルを選択して（図 4.10.16），

［Load］ボタンをクリックします 

3. 読み込んだ設定につまみを補間更新*4.10.5し，ワークフォームでボリューム

が表示状態であれば，ボリュームレンダリングを行います 

 

 

 

図 4.10.15 伝達関数ファイルへのプレビューアイコン設定２ 

 

イメージファイル変更

ボタンをクリック 

図 4.10.16 伝達関数ファイルの選

択 

読み込む伝達関数ファイル

をクリック 
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4.10.4 環境設定 

 

○ 表示形式を切り替える 

1. グラフ上で右クリックしてコンテキストメニューを表示します（図

4.10.18） 

2. ［Normal］を選択すると標準形式，［Logarithm］を選択すると対数形式

でグラフを表示します 

 

 図 4.10.18 コンテキストメニューの表示 

ettei  

図 4.10.17 補間更新の例 

settei  

輝度分布 0~637 

0     150     300       500   637 

50     92     135       192   232 

輝度分布 50~232 

*4.10.5 補間更新とは 

輝度分布が異なるボリュームデータで作成したつまみ設定ファイ

ルを読み込んだとき，つまみの位置関係は保持したまま現在の輝

度分布に合うよう補間します。 

輝度分布 0～637 で設定したファイルを輝度分布 50～232 で

読み込むと各つまみの輝度は変化します。（図 4.10.17） 
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4.11 ポイントベースボリュームレンダリング 

［Tools］メニューより［Point-Based Volume Rendering］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

4.11.1 機能概要 

概念としては，4.10 ボリュームレンダリングと同じですが，表現方法が異なりま

す。ポイントベースボリュームレンダリングでは，ボリューム内のボクセル一つ

一つを立方体状のポイントで表現します。但し，データのピッチの状態によって

は，Z 方向のポイントは自動的に調整*4.10.1されることがあります。 

 

○ 処理結果例 

色と透明度を設定してレンダリングを行った結果を示します。（図 4.11.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.11.1レンダリング結果 

*4.11.1 Z 方向のポイント調整とは 

ポイントレンダリングでは，ボクセルを立方体状のポイントで表

現します。そのため，X及び Y 方向のピッチと Z 方向のピッチが

大きく異なるデータでは，Z方向のポイント同士が離れすぎてし

まうことがあります。 

表示の際，ポイント間にポイントを挿入して（図 4.11.2），ボリ

ュームに隙間ができないよう調整を行います。 
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図 4.11.2 Z方向のポイント調整 

X，Y，Zのピッチが同じ 

X，Yのピッチ＜Zのピッチ 

隙間にポイントを挿入 

Z 

X 

 

Y 
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4.11.2 画面説明 

 

 

No. 項 目 説 明 

① プリセット選択 プリセットの選択を行います 

（プリセットフォルダの設定については，第 6 章 「環

境設定」の「Volume Rendering」項目の「Preset Folder」

で設定できます） 

② プリセット表示切り

替え 

プリセットの表示・非表示を切り替えます 

③ グラフ 輝度値のヒストグラムと色設定，透明度の折れ線グラフ

を表示します 透明度のポイントは左ドラッグで上下方

向に移動できます 

④ 輝度最小値 ボリュームデータの最小輝度値を表示します 

⑤ 輝度最大値 ボリュームデータの最大輝度値を表示します 

⑥ 透明度トラックバー 右クリックで新規つまみを追加し，左クリックでつまみ

を削除します つまみは左ドラッグで左右方向に移動で

きます 

⑦ visible 

（可視状態切り替

え） 

選択中の透明度つまみから次の透明度つまみまでの領

域を可視にするかどうかを設定します 

⑧ Value 

（透明度） 

選択中のつまみの透明度を設定します 

図 4.11.3 ボリュームレンダリングフォーム 

① 

② 

④ ⑤ 
⑥ 

⑦ 

③ 

⑧ ⑨ 

⑩ 

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

 ⑯ 

 

⑰ 

 

⑲ 

⑳ ⑱ 
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No. 項 目 説 明 

⑨ Level（Alpha） 

（透明度つまみ輝度

ボックス） 

選択中の透明度つまみの輝度を表示します  

キー入力またはスピンボタンで値を変更することがで

きます 

⑩ 色トラックバー 右クリックで新規つまみを追加し，左クリックでつまみ

を削除します つまみは左ドラッグで左右方向に移動で

きます 

⑪ Color 

（色変更） 

選択中のつまみの色を変更します 

⑫ R 

（R 成分） 

選択中のつまみの色のR成分を表示します キー入力ま

たはスピンボタンで変更することができます 

⑬ G 

（G 成分） 

選択中のつまみの色のG成分を表示します キー入力ま

たはスピンボタンで変更することができます 

⑭ B 

（B 成分） 

選択中のつまみの色のB成分を表示します キー入力ま

たはスピンボタンで変更することができます 

⑮ Level（Color） 

（色つまみ輝度ボッ

クス） 

選択中の色つまみの輝度を表示します キー入力または

スピンボタンで値を変更することができます 

⑯ Save 

（保存） 

現在の伝達関数をファイルに保存するためのフォーム

（図 4.11.4）を表示します 

⑰ Load 

（読み込み） 

伝達関数ファイルを読み込むためのフォーム（図

4.11.5）を表示します 

⑱ Rendering Area 

（描画エリア設定） 

描画エリアを制限するためのフォーム（図 4.11.6）を表

示します 

⑲ AutoUpdate 

（自動更新切り替

え） 

つまみの設定を変更するたびにレンダリングを行うか

どうかを設定します 

⑳ Update 

（更新） 

現在の設定でレンダリングを行います 

 

 

 

 

 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

103 

 

No. 項 目 説 明 

① 伝達関数ファイル

保存先ディレクト

リ 

伝達関数ファイルの保存先となるディレクトリ名を

表示します 

② ディレクトリ変更 伝達関数ファイルの保存先となるディレクトリを変

更するためのディレクトリ選択ダイアログを表示し

ます 

③ ディレクトリ移動 一つ上の階層のディレクトリに移動します 

④ 伝達関数ファイル

一覧 

保存先ディレクトリ内にある伝達関数ファイルの一

覧を表示します 

⑤ コメントボックス 保存する伝達関数ファイルに書き込むコメントを入

力します 

⑥ ファイル名ボック

ス 

保存する伝達関数ファイル名を入力します 

⑦ Save 

（保存） 

設定した情報（ファイル名，コメント，プレビューイ

メージ）で伝達関数ファイルを保存します 

⑧ プレビューイメー

ジ 

保存する伝達関数ファイルのプレビューイメージを

表示します 

⑨ イメージファイル

名ボックス 

保存する伝達関数ファイルのプレビューイメージフ

ァイル名を表示します 

⑩ イメージファイル

変更 

プレビューイメージを選択するダイアログを表示し

ます 

⑪ Use Capture 

Image 

（キャプチャイメ

ージ使用） 

プレビューイメージに現在のワークフォームをキャ

プチャした画像を使用します 

図 4.11.4 伝達関数保存フォーム 

① ② 

⑤

5

④ 

④

③ 

⑥

⑤ 

⑦

⑥ 

⑧

⑦ 

⑨

⑧ 

⑩

⑨ ⑪

⑩ 

③

② 
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No. 項 目 説 明 

① 伝達関数ファイル

読み込み元ディレ

クトリ 

伝達関数ファイルの読み込み元となるディレクトリ

名を表示します 

② ディレクトリ変更 伝達関数ファイルの読み込み元となるディレクトリ

を変更するためのディレクトリ選択ダイアログを表

示します 

③ ディレクトリ移動 一つ上の階層のディレクトリに移動します 

④ 伝達関数ファイル

一覧 

読み込み元ディレクトリ内にある伝達関数ファイル

の一覧を表示します 

⑤ コメントボックス ④で選択した伝達関数ファイルのコメントを表示し

ます 

⑥ ファイル入力ボッ

クス 

読み込む伝達関数ファイル名を表示します 

⑦ Load 

（読み込み） 

④で選択した伝達関数ファイルを読み込みます 

⑧ プレビューイメー

ジ 

④で選択した伝達関数ファイルのプレビューイメー

ジを表示します 

⑨ イメージファイル

名ボックス 

④で選択した伝達関数ファイルのプレビューイメー

ジファイル名を表示します 設定されていない場合

は，空欄です 

 

図 4.11.5 伝達関数読み込みフォーム 

① ② 

⑤

5

④ 

④

③ 

⑥

⑤ 

⑦

⑥ 

⑧

⑦ 

⑨

⑧ 

③

② 
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No. 項 目 説 明 

① X 軸方向描画エ

リア 

X 軸方向の描画エリアを，つまみをドラッグして設定

します 最小，最大 2 つのつまみを移動できます 

② X 軸方向描画エ

リア最大 

X 軸方向の描画エリアの最大を設定します 

③ X 軸方向描画エ

リア最小 

X 軸方向の描画エリアの最小を設定します 

④ Y 軸方向描画エ

リア 

Y 軸方向の描画エリアを，つまみをドラッグして設定

します 最小，最大 2 つのつまみを移動できます 

⑤ Y 軸方向描画エ

リア最大 

Y 軸方向の描画エリアの最大を設定します 

⑥ Y 軸方向描画エ

リア最小 

Y 軸方向の描画エリアの最小を設定します 

⑦ Z 軸方向描画エ

リア 

Z 軸方向の描画エリアを，つまみをドラッグして設定

します 最小，最大 2 つのつまみを移動できます 

⑧ Z 軸方向描画エ

リア最大 

Z 軸方向の描画エリアの最大を設定します 

⑨ Z 軸方向描画エ

リア最小 

Z 軸方向の描画エリアの最小を設定します 

図 4.11.6 伝達関数読み込みフォーム 

① 
② 

④ 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑧

  ⑨

  
⑩

  

⑪
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No. 項 目 説 明 

⑩ 描画濃度 描画時のボクセルの間引きを設定します 

［High］で間引きなし，［Middle］で1つ飛ばし，［Low］

で 2 つ飛ばしとなります 

⑪ 描画ポイントサ

イズ 

描画時のポイントサイズを設定します 

デフォルトは［Middle］です ［Middle］でのポイン

トサイズを 100%とすると，［Low］では約 67%，［Big］

では約 250%で描画します 

 

4.11.3 操作方法 

 

○ 伝達関数の調整，保存，読み込みに関しては Volume Rendering 機能と同一で

す，詳細は 4.10 ボリュームレンダリングの項を参照してください 

 

○ 描画エリアを設定する 

1. ［Rendering Area…］ボタンをクリックして描画エリア設定フォームを表

示します 

2. トラックバーのつまみを左ドラッグして X，Y，Z 方向の描画エリアを移動

します（図 4.11.7） 

 

 

図 4.11.7 描画エリアの設定 

トラックバーのつまみを移動 
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○ 描画濃度を設定する 

1. ［Rendering Area…］ボタンをクリックして描画エリア設定フォームを表

示します 

2. 描画濃度ラジオボタンをクリックして濃度を選択します（図 4.11.8） 

 

 図 4.11.8 描画濃度の設定 
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○ 描画ポイントサイズを設定する 

1. ［Rendering Area...］ボタンをクリックして描画エリア設定フォームを表

示します 

2. 描画ポイントサイズラジオボタンをクリックしてポイントサイズを選択し

ます（図 4.11.9） 

 

 

図 4.11.9 ポイントサイズの設定 
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4.11.4 環境設定 

○ 表示形式を切り替える 

1. グラフ上で右クリックしてコンテキストメニューを表示します（図

4.11.10） 

2. ［Normal］を選択すると標準形式，［Logarithm］を選択すると対数形式

でグラフを表示します 

 

 図 4.11.10 ヒストグラム表示の切り替え 

ettei  



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

110 

4.12 等値面 

［Tools］メニューより［Iso-Surface］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

4.12.1 機能概要 

等値面は，天気図などで使用される等高線を３次元に拡張した面の集合です。ユ

ーザーが指定した輝度値と等しいボリュームデータのボクセル要素を抽出し，そ

の要素や隣接する要素にある等値面を三角形面で近似します。作成した面は３角

形データとなり，以後メッシュ編集機能での編集や，ファイルに出力して他のア

プリケーションで使用可能です。 

 

○ 処理結果例 

等値面生成を行った結果を示します。（図 4.12.1） 

 

 図 4.12.1 等値面フォームと等値面生成機能 

ボリュームデータ 

ポリゴンデータ 

等値面生成 
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4.12.2 画面説明 

 

No. 項 目 説 明 

① Constant C 

（定数 C） 

等値面として抽出する輝度を指定します 

② Ratio of Data 

Reduction 

（データ削減率） 

ボリュームデータの削減率*4.11.1を指定します 

③ プレビュー 現在の定数C設定に応じたプレビュー表示を行う画

面です（生成する等値面の目安となります） 

④ スライス番号 2D プレビューの場合、現在のスライス番号を表示

します。現在何枚目のスライス画像を表示している

かを示しており、スライドバーや数値の入力によっ

て切り替えが可能です 

3D プレビューの場合、この操作は無効になります 

⑤ View Direction 

（プレビュー方向） 

プレビューを行う方向を指定します 

⑥ Preview Mode 

（プレビュー種類） 

プレビューを 2D スライス画像にするか、3D にする

かを選択します。2D スライス画像では、ウィンド

ウレベル機能の ON/OFF も可能です 

⑦ Closed Boundary 

（閉面生成） 

ボリュームデータが空間の端側で途切れている場合

に等値面を閉じるかどうかを選択します 

 

③ 

② 

① 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

図 4.12.2 等値面フォーム 

⑩ ⑪ 
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No. 項 目 説 明 

⑧ 3D Printer Mode 

（造形用モード） 

3D プリンタ用の形状ファイルを出力する場合，ON

にすると 3D プリンタの造形時やサポートの計算ミ

スを減らします 

⑨ Num of Polygon 

（生成等値面数） 

生成した等値面の数を表示します 

 

⑩ Delete 

（等値面消去） 

生成した等値面を消去します 

⑪ Execute 

（等値面生成） 

現在の設定で等値面を生成します 

 

4.12.3 操作方法 

○ 等値面を生成する 

1. ［Constant C］トラックバーをドラッグして定数 C を入力します 

2. 入力した定数 C に合わせてプレビューが変化します（図 4.12.3） 

3. 別方向から見たい場合には［View Direction］ラジオボタンでプレビュー

の方向を変えてください（図 4.12.4） 

4. ［Ratio of Data Reduction］トラックバーをドラッグしてデータ削減率を

入力します 

5. ［Closed Boundary］チェックボックスでボリュームデータの端を閉じる

かどうかを選択します（図 4.12.5） 

6. ［3D Printer Mode］チェックボックスで 3D プリンタ造形に適した出力を

行うかどうかを選択します（図 4.12.6） 

7. ［Execute］ボタンをクリックします 

8. ワークフォームに生成結果が表示されます 

*4.12.1 ボリュームデータの削減率とは 

ボリュームデータの削減率は生成される等値面の品質に影響しま

す。削減率を小さくすると，生成時間は短くなりますが，生成面

は粗く低品質になります。削減率を大きくすると，生成時間は長

くなりますが，生成面は細かく高品質になります。 
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図 4.12.3 定数Ｃの変化 

図 4.12.4 プレビュー方向の変化 

図 4.12.5 “Closed Boundary”OFF/ONでの境界面の変化 
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○ 2D プレビューから等値面を生成する 

1. PreviewMode を 2D に切り替えます（図 4.12.7） 

2. プレビューから任意の領域にカーソルを合わせると、プレビューの左上に

現在指している画像の輝度値が表示されます。その状態でマウス左クリ

ックすると、定数 C がその値に変化します。この時、定数 C に応じて、

等値面に含まれる領域を示す線（等高線）が表示されます（図 4.12.8） 

3. WindowW/L チェックボックスでウィンドウレベル機能の ON/OFF が可

能です。本機能は、「4.22 WindowW/L」のダイアログ操作と連動してい

ます。（図 4.12.9） 

4. 現在のスライス番号を切り替えるには、スライドバーを移動するか数値を

入力します（図 4.12.10） 

5. 別方向から見たい場合には［View Direction］ラジオボタンでプレビュー

の方向を変えてください（図 4.12.11） 

6. ［Ratio of Data Reduction］トラックバーをドラッグしてデータ削減率

を入力します 

7. ［Closed Boundary］チェックボックスでボリュームデータの端を閉じる

かどうかを選択します 

8. ［3D Printer Mode］チェックボックスで 3D プリンタ造形に適した出力

を行うかどうかを選択します 

9. ［Execute］ボタンをクリックします 

10. ワークフォームに生成結果が表示されます（図 4.2.12） 

 

図 4.12.6 “3D Printer Mode”OFF/ONでの等値面の変化 
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図 4.12.8  2Dプレビュー画像からの等高線表示 

図 4.12.7  プレビュー種類の切り替え 
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図 4.12.10  スライス番号と表示の変化 

図 4.12.9  ウィンドウレベル機能の ON/OFF 
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図 4.12.11  プレビュー方向による表示の変化（2D） 

図 4.12.12  2Dプレビューからの等値面生成結果 
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4.13 インデックスイメージ 

 

4.13.1 インデックスイメージ 

［Tools］メニューより［Index Image］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

4.13.1.1 機能概要 

ボリュームデータ全体の輝度分布をいくつかに領域分けし，それぞれに色を設定

して 3 次元表示を行います。設定した色は保存して後で使用することができます。

ボリュームデータを入力した直後は，環境設定による色が設定された状態です。

インデックスイメージの環境設定については，第 6 章「各種設定」の「インデッ

クスイメージ」を参照してください。 

ボリュームレンダリングと違い*4.13.1，つまみ間の色は一定になります。 

 

 

 

○ 処理結果例 

色を設定してレンダリングを行った結果を示します。（図 4.13.1） 

 

*4.13.1 ボリュームレンダリングとインデックスイメージの違い 

ボリュームレンダリングは透明度と色を領域内で線形補間して使用する

のに対し，インデックスイメージは領域内で一定の色を使用します。 

インデックスイメージでは透明度という概念はなく，可視または不可視

の二者択一になることもボリュームレンダリングとは異なります。 

図 4.13.1 レンダリング結果 
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4.13.1.2 画面説明 

 

No. 項 目 説 明 

① プリセット選択 プリセットの選択を行います 

（プリセットフォルダの設定については，第 6 章 「環

境設定」の「Volume Rendering」項目の「Preset Folder」

で設定できます） 

② プリセット表示

切り替え 

プリセットの表示・非表示を切り替ええます 

③ グラフ 輝度値のヒストグラムと色設定，可視状態の折れ線グラ

フを表示します 

④ 輝度最小値 ボリュームデータの最小輝度値を表示します 

⑤ 輝度最大値 ボリュームデータの最大輝度値を表示します 

⑥ 色トラックバー 右クリックで新規つまみを追加し，左クリックでつまみ

を削除します 

つまみは左ドラッグで左右方向に移動できます 

⑦ Visible 

（可視状態切り

替え） 

選択中の色つまみから次の色つまみまでの領域を可視

にするかどうかを設定します 

⑧ Color 

（色変更） 

選択中のつまみの色を変更します 

⑨ R 成分 選択中のつまみの色の R 成分を表示します 

キー入力またはスピンボタンで変更することができま

す 

⑤ 
⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫ 

⑭ 

⑮ 

 

① 

④ 

③ 
② 

⑪ 

⑬ 

図 4.13.2 インデックスイメージフォーム 

 

 

⑰ 
⑱ 

⑯ 
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No. 項 目 説 明 

⑩ G 成分 選択中のつまみの色の G 成分を表示します 

キー入力またはスピンボタンで変更することができま

す 

⑪ B 成分 選択中のつまみの色の B 成分を表示します 

キー入力またはスピンボタンで変更することができま

す 

⑫ Level 

（色つまみ輝度

ボックス） 

選択中の色つまみの輝度を表示します 

キー入力またはスピンボタンで値を変更することがで

きます 

⑬ Save 

（保存） 

現在の透明度および色つまみの設定をファイルに保存

します 

⑭ Load 

（読み込み） 

色つまみの設定をファイルから読み込みます 

⑮ Segmentation 

（セグメンテー

ション） 

セグメンテーションフォームを表示します  詳細は

4.13.2「セグメンテーション」を参照してください 

⑯ Shading 

（陰影付け） 

レンダリングの際に陰影付けを行うかどうかを設定し

ます 

⑰ Auto Update 

（自動更新切り

替え） 

つまみの設定を変更するたびにレンダリングを行うか

どうかを設定します 

⑱ Update 

（更新） 

現在の設定でレンダリングを行います 
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No. 項 目 説 明 

① 伝達関数ファイル

保存先ディレクト

リ 

伝達関数ファイルの保存先となるディレクトリ名を

表示します 

② ディレクトリ変更 伝達関数ファイルの保存先となるディレクトリを変

更するためのディレクトリ選択ダイアログを表示し

ます 

③ ディレクトリ移動 一つ上の階層のディレクトリに移動します 

④ 伝達関数ファイル

一覧 

保存先ディレクトリ内にある伝達関数ファイルの一

覧を表示します 

⑤ コメントボックス 保存する伝達関数ファイルに書き込むコメントを入

力します 

⑥ ファイル名ボック

ス 

保存する伝達関数ファイル名を入力します 

⑦ Save 

（保存） 

設定した情報（ファイル名，コメント，プレビューイ

メージ）で伝達関数ファイルを保存します 

⑧ プレビューイメー

ジ 

保存する伝達関数ファイルのプレビューイメージを

表示します 

⑨ イメージファイル

名ボックス 

保存する伝達関数ファイルのプレビューイメージフ

ァイル名を表示します 

⑩ イメージファイル

変更 

プレビューイメージを選択するダイアログを表示し

ます 

⑪ Use Capture 

Image 

（キャプチャイメ

ージ使用） 

プレビューイメージに現在のワークフォームをキャ

プチャした画像を使用します 

 

図 4.13.3 伝達関数保存フォーム 

① ② 

⑤

5

④ 

④

③ 

⑥

⑤ 

⑦

⑥ 

⑧

⑦ 

⑨

⑧ 

⑩

⑨ ⑪

⑩ 

③

② 
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No. 項 目 説 明 

① 伝達関数ファイル

読み込み元ディレ

クトリ 

伝達関数ファイルの読み込み元となるディレクトリ

名を表示します 

② ディレクトリ変更 伝達関数ファイルの読み込み元となるディレクトリ

を変更するためのディレクトリ選択ダイアログを表

示します 

③ ディレクトリ移動 一つ上の階層のディレクトリに移動します 

④ 伝達関数ファイル

一覧 

読み込み元ディレクトリ内にある伝達関数ファイル

の一覧を表示します 

⑤ コメントボックス ④で選択した伝達関数ファイルのコメントを表示し

ます 

⑥ ファイル入力ボッ

クス 

読み込む伝達関数ファイル名を表示します 

⑦ Load 

（読み込み） 

④で選択した伝達関数ファイルを読み込みます 

⑧ プレビューイメー

ジ 

④で選択した伝達関数ファイルのプレビューイメー

ジを表示します 

⑨ イメージファイル

名ボックス 

④で選択した伝達関数ファイルのプレビューイメー

ジファイル名を表示します 

設定されていない場合は，空欄です 

 

図 4.13.4 伝達関数読み込みフォーム 

① ② 

⑤

5

④ 

④

③ 

⑥

⑤ 

⑦

⑥ 

⑧

⑦ 

⑨

⑧ 

③

② 
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4.13.1.3 操作方法 

○輝度分布を領域分けし，色を設定する 

1. 色トラックバー上を左クリックして，つまみを追加します（図 4.13.5） 

クリック位置はグラフ下の左右にある最小輝度値と最大輝度値を目安に

します 

つまみの追加により，輝度分布を 2 つに領域分けしたことになります 

2. 追加したつまみは選択状態となり，色つまみ輝度ボックスに輝度を表示し

ます 

3. つまみの輝度を変更したいときは，つまみを左ドラッグで左右方向に移動

します 

4. つまみの色を変更したいときは，［Color］ボタンをクリックし［色の設定］

フォームを表示します 

 

 

○ 不可視の領域（4.10 ボリュームレンダリング*4.10.2参照）を設定する 

1. 不可視にしたい領域の先頭にあるつまみを，色トラックバーを左クリック

して選択状態にします 

2. ［visible］をクリックしてチェックを Off にします 

3. ［Update］ボタンをクリックします 

 

○ 自動更新を有効にする 

1. ［AutoUpdate］をクリックしてチェックを On にします 

2. ワークフォームでボリュームが表示状態であれば，つまみを更新するたび

にその設定でレンダリングを行います 

 

○ つまみの設定を保存する 

1. ［Save］ボタンをクリックして［名前を付けて保存］フォームを表示しま

す 

2. ファイル名を入力して［保存］ボタンをクリックします 

 

図 4.13.5 色つまみの追加 

追加位置を左クリック 

領域１ 領域２ 
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○ つまみの設定を読み込む 

1. ［Load］ボタンをクリックして［ファイルを開く］フォームを表示しま

す 

2. ファイル名を入力して［開く］ボタンをクリックします 

3. 読み込んだ設定につまみを補間更新（詳細は 4.10.3 操作方法の「伝達関数

の設定を読み込む」を参照してください）し，ワークフォームでボリュー

ムが表示状態であれば，レンダリングを行います 

 

4.13.1.4 環境設定 

 

○ 表示形式を切り替える 

1. グラフ上で右クリックしてコンテキストメニューを表示します（図

4.13.6） 

2. ［Normal］を選択すると標準形式，［Logarithm］を選択すると対数形式

でグラフを表示します 

 

 

 

図 4.13.6 コンテキストメニュー 

settei  
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4.13.2 セグメンテーション 

［Index Image］フォームの［Segmentation］ボタンをクリックしてください。 

 

4.13.2.1 機能概要 

インデックスイメージで作成したそれぞれの領域内の輝度値を一度に変更します。

領域に含まれるすべての輝度値を設定したひとつの輝度値にまとめることができ

ます。設定する輝度値はボリュームデータのデータ型*4.13.2により異なります。 

 

 

 

○ 処理結果例 

輝度値 100～299 の領域を輝度値 150 にした結果を示します（図 4.13.7）。 

 

 

*4.13.2 データ型とは 

ボリュームデータはデータ型により，格納できる輝度値の範囲が

異なります。データ型は，［Tools］メニューより［File 

Information］を選択して表示する［File Information］フォー

ムの［Data Type］で確認できます。 

データ型１：0～255 

データ型 2：0～65535 

データ型 3：-32768～32767 

データ型 4：-2147483648～2147483647 

輝度値 100～299の領域 

輝度値を 200に設定 

図 4.13.7 セグメンテーション結果 
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4.13.2.2 画面説明 

 

No. 項 目 説 明 

① Area 

（領域一覧） 

領域ごとの最小輝度値と最大輝度値をリスト表示し

ます 

② Param. 

（変更設定一覧） 

領域ごとの変更設定をリスト表示します 

③ Edit 

（輝度値入力設定） 

領域一覧で選択中の領域の輝度値を入力により変更

する設定にします 

④ 輝度値入力ボック

ス 

変更したい輝度値を入力します 

⑤ No change 

（輝度値変更なし

設定） 

領域一覧で選択中の領域の輝度値を変更しない設定

にします 

⑥ Minimum 

（最小輝度値設定） 

領域一覧で選択中の領域の輝度値を現在のボリュー

ムデータ中の最小輝度値に変更する設定にします 

⑦ Maximum 

（最大輝度値設定） 

領域一覧で選択中の領域の輝度値を現在のボリュー

ムデータ中の最大輝度値に変更する設定にします 

⑧ 0 設定 領域一覧で選択中の領域の輝度値を 0 に変更する設

定にします 

⑨ Execute 

実行 

現在の設定でセグメンテーションを実行します 

図 4.13.8 セグメンテーションフォーム 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

① ④ ③ ② 
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No. 項 目 説 明 

⑩ Reset 

（リセット） 

セグメンテーションフォームの表示直後の状態に戻

します 

 

4.13.2.3 操作方法 

○ 領域の輝度値を入力により設定する 

1. 領域一覧より，輝度値を変更する領域を選択し，［Edit］ラジオボタンを

クリックします 

2. 入力可能となった輝度値入力ボックスに変更輝度値を入力します 

 

○ セグメンテーションを実行*4.13.3する 

1. 変更する全ての領域の設定が終了したのち，［Execute］ボタンをクリック

します 全領域の輝度値がひとつになるように設定したときは［Execute］

ボタンが使用できなくなり，セグメンテーションを実行できません 

2. インデックスイメージフォームに表示するセグメンテーション実行前と

実行後のヒストグラムを確認してください（図 4.13.9） 

3. セグメンテーションの実行を取り消して元に戻すには［Reset］ボタンを

クリックします 

 

 

 

実行前 

実行後 

図 4.13.9 ヒストグラムの比較 
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*4.13.3 セグメンテーション実行後のつまみの位置 

基本的にセグメンテーションによりつまみの輝度値は変化しませ

ん。（図 4.13.10） 

例外として，実行前の輝度分布の範囲外へ輝度値を設定したとき

のみ，最も外側のつまみの輝度値が変化します。（図 4.13.11） 

図 4.13.10 つまみの輝度値が変化しない例 

輝度値 100～199の領域 

輝度値 250に変更 

つまみは変化なし 
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図 4.13.11 つまみの輝度値が変化する

例 

輝度値 100～199の領域 

0   100   200   300 

-100      100  200  300 

輝度値-100に変更 

左端のつまみの輝度値が 0→-100に変化 
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4.14  3次元断面表示 

○ コントロールフォーム 

［Tools］メニューより，［Cross Sections］を選択してください。 

または，MainFrame ツールバー をクリックしてください。 

 

○ 表示 

 WorkForm ツールバー をクリックしてください。 

 

4.14.1 機能概要 

○ コントロールフォーム 

断面表示位置を調節するフォームを表示します。 

フォームでは，各断面の表示・非表示切り替えと表示スライス選択を行いま

す。 

Pitch,Yaw を指定することで，表示する断面の角度を変えることができます。 

ここでの断面指定は、MeasureView の表示に反映されます。 

読み込んだデータがボリュームデータ以外，もしくは平面，線，点の        

ボリュームデータの場合，この機能は使用できません。 

 

○ 表示 

テクスチャで作成した断面画像を，WorkForm に表示します。 

読み込んだデータがボリュームデータ以外，もしくは平面，線，点の        

ボリュームデータの場合，この機能は使用できません。 

 

 

 

 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

131 

4.14.2 画面説明 

○ コントロールフォーム 

 

 

No. 項 目 説 明 

① YZ 平面表示フラグ YZ 平面の表示・非表示を切り替えます 

② XZ 平面表示フラグ XZ 平面の表示・非表示を切り替えます 

③ XY 平面表示フラグ XY 平面の表示・非表示を切り替えます 

④ YZ 平面位置 YZ 平面の表示位置を設定します 

⑤ XZ 平面位置 XZ 平面の表示位置を設定します 

⑥ XY 平面位置 XY 平面の表示位置を設定します 

⑦ YZ - Pitch 回転 YZ 平面の回転角度を設定します 

Pitch 回転、Yaw 回転を併用することで断面を自由

に回転できます 

⑧ XZ - Pitch 回転 XZ 平面の回転角度を設定します 

⑨ XY - Pitch 回転 XY 平面の回転角度を設定します 

⑩ YZ - Yaw 回転 YZ 平面の回転角度を設定します 

⑪ XZ - Yaw 回転 XZ 平面の回転角度を設定します 

⑫ XY - Yaw 回転 XY 平面の回転角度を設定します 

⑬ Rotation Step Pitch, Yaw の１回辺りの移動量を調整します 

1, 2, 5, 10, 0.5, 0.2, 0.1 のいずれかを選択可能です 

直接 0.01 などの値入力も可能です 

 

図 4.14.1 断層面の位置指定と表示切り替え 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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⑩ 

⑪ 

⑫ 
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WorkForm に表示した断面画像です。 

断面画像は、MeasureView の表示と連動します。 

これにより、任意の位置と角度からスライス断面の表示が可能です。 

 

 

4.14.3 操作方法 

○ YZ 断面の表示・非表示 

表示） コントロールフォーム①にチェックを On にします 

非表示）コントロールフォーム①のチェックを Off にします 

 

○ 任意断面の表示位置を移動・回転する 

コントロールフォーム④～⑫を操作します 

 

○ 断面画像を保存する 

  フォーム⑬を操作し、jpeg か png 形式で保存します 

 

 

4.14.4 環境設定 

第 6 章「環境設定」の「Wireframe Color」の項を参考にしてください。 

この機能では，断面の存在範囲を示す枠線の色と可視不可視を切り替えることが

できます。 

 

 

図 4.14.2  3 次元断面表示 

断面画像 
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4.15 カメラ 

［Tools］メニューより［Camera］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

4.15.1 機能概要 

WorkForm 上の視点を変更します。カメラのメニューを用いることにより，より

正確でわかりやすいカメラ操作が可能です。また，これらの操作は，マウスによ

り同様な操作が可能です。 

 

○ マウスによる 3 次元表示部分の基本操作（回転，拡大，移動） 

1） ボリューム，またはポリゴンの回転 

3 次元表示部をドラッグすることで行います。 

2） ズームイン・ズームアウト 

 3 次元表示部を右ドラッグすることで行います。マウスカーソルを画面 

 上方へ移動させるとズームイン，下方へ移動させるとズームアウトします。 

3） カメラを左右・上下に移動 

カメラの左右・上下移動は，“ｚ”キーを押しながら，3 次元表示部をドラ

ッグすることで行います。 

 

また，類似した操作ですが，任意の位置に切断面（クリッピングプレーン）を配

置して，マウスにより，クリッピングプレーンの回転・移動も可能です。 

 

○ クリッピングプレーンの操作 

1） クリッピングプレーンを表示 

 ワークフォームのアイコン をクリックしてください。 

2） クリッピングプレーンを回転 

3 次元表示部を Ctrl ドラッグすることで原点を中心とした回転を行います。 

3） クリッピングプレーンを移動 

3 次元表示部を Ctrl 右ドラッグすることで法線方向へ移動を行います。 
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4.15.2 画面説明 

○ 簡易画面 

 

 

No. 項 目 説 明 

① プリセットボタン 1 物体の正面に視点が移動します 

② プリセットボタン 2 物体の背面に視点が移動します 

③ プリセットボタン 3 物体の右側面に視点が移動します 

④ プリセットボタン 4 物体の左側面に視点が移動します 

⑤ プリセットボタン 5 物体の上面に視点が移動します 

⑥ プリセットボタン 6 物体の下面に視点が移動します 

⑦ 回転 1 指定した角度分，物体の右側面に視点移動します 

⑧ 回転 2 指定した角度分，物体の左側面に視点移動します 

⑨ 回転 3 指定した角度分，物体の上面に視点移動します 

⑩ 回転 4 指定した角度分，物体の下面に視点移動します 

⑪ 回転 5 視点が左回転します 

⑫ 回転 6 視点が右回転します 

⑬ 平行移動 1 指定した距離分，物体の左側に視点移動します 

⑭ 平行移動 2 指定した距離分，物体の右側に視点移動します 

⑮ 平行移動 3 指定した距離分，物体の下側に視点移動します 

⑯ 平行移動 4 指定した距離分，物体の上側に視点移動します 

⑰ 角度・距離 ⑦～⑯で，移動する角度量や距離を示します 

⑱ Detail 

モード切り替え 

簡易画面と詳細画面を切り替えます 

⑲ Reset 視点移動情報をリセットします 

 

図 4.15.1 カメラフォーム（簡易表示） 
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○ 詳細画面 

詳細画面のみの機能を紹介します。 

 

No. 項 目 説 明 

① 視点位置 1 XY 平面上の視点位置を数値で指定します 

② 視点位置 1 トラックバー XY 平面上の視点位置を指定します 

③ Yaw 

（視点位置 1 表示） 

XY 平面上の視点の位置を表示します 

④ 視点位置 2 Z 軸上の視点の位置を数値で指定します 

⑤ 視点位置 2 トラックバー Z 軸上の視点の位置を指定します 

⑥ Pitch 

（視点位置 2 表示） 

Z 軸上の視点の位置を表示します 

⑦ Camera Roll 

（視点回転） 

視点の回転を数値で表します 

⑧ 視点回転トラックバー 視点の回転を指定します 

図 4.15.2 カメラフォーム（詳細表示） 

① 
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No. 項 目 説 明 

⑨ Zoom 

（距離トラックバー） 

物体と視点の距離を指定します 

⑩ View Mode 

（投影モード切り替え） 

３次元ビューの投影方法を切り替えます 

Parallel（平行投影）もしくは Perspective（投

視投影）を指定できます 

 

4.15.3 操作説明 

○ 物体を正面から眺める 

簡易画面の①［プリセットボタン 1］を押します。 

○ 物体を右側面から眺める 

簡易画面③［プリセットボタン 3］を押します。 

○ 物体を上面から眺める 

簡易画面⑤［プリセットボタン 5］を押します。 

○ 視点を物体の左側面へ，10 度移動する 

1. 簡易画面⑬に『10』と入力し，簡易画面⑧［回転 2］ボタンを押します。 

2. もう一度押すと，さらに 10 度移動します。 

○ 視点を物体の下面へ，20 度移動する 

1. 簡易画面⑬に『20』と入力し，簡易画面⑩［回転 4］ボタンを押します。 

2. もう一度押すと，さらに 20 度移動します。 

○ 視点を 15 度，左回転する 

1. 簡易画面⑬に『15』と入力し，簡易画面⑪［回転 5］ボタンを押します。 

2. もう一度押すと，さらに 15 度移動します。 

○ 物体を，右背面 45 度から眺める 

詳細画面①に，『135』と入力します。 

○ 視点を，45 度で俯瞰する 

詳細画面④に，『45』と入力します。 

○ 物体を遠ざける 

距離トラックバーを，右に移動します。 
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4.16 ファイル情報 

［Tools］メニューより［File Information］を選択してください。 

 

4.16.1 機能概要 

ファイル情報を表示します。 

また，画素の大きさや，ポリゴンスケールの修正を実行できます。 

 

4.16.2 画面説明 

 

 

No. 項 目 説 明 

① File name 

（ファイル名） 

ファイル名を表示します 

② Image Size 

（イメージサイズ） 

画像の大きさを表示します 

図 4.16.1 ファイル情報 
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No. 項 目 説 明 

③ Start Point 

（描画開始位置） 

オブジェクトの描画位置を表示します 

④ Pitch 

（ピッチ） 

1 画素の大きさを表示します 

⑤ Grid Width 

（格子間間隔） 

画素間の距離を表示します 

⑥ Polygon Scale 

（ポリゴンスケール） 

スケール値を表示します 

⑦ Data Type 

（データ型） 

データ型を表示します 

⑧ Accession Number 

（受付番号） 

受付番号を表示します 

⑨ Patient’s Name 

（患者名） 

患者名を表示します 

⑩ Patient ID 

（患者 ID） 

患者 ID を表示します 

⑪ Patient’s Birth Date 

（患者誕生日） 

患者誕生日を表示します 

⑫ Patient’s Sex 

（患者性別） 

患者性別を表示します 

⑬ Study Date 

（検査日付） 

検査日付を表示します 

⑭ Institution Name 

（施設名） 

施設名を表示します 

⑮ Study Description 

（検査記述） 

検査記述を表示します 

⑯ Modality 

（モダリティ） 

モダリティを表示します 

⑰ OK 

（OK ボタン） 

情報を更新してフォームを閉じます 

⑱ Cancel 

（Cancel ボタン） 

情報の更新をせずに，フォームを閉じます 
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ボリュームデータを読み込んだ場合は，ピッチの編集が可能になります。 

形状データを読み込んだ場合は，ポリゴンスケール情報の編集が可能になります。 

 

 

 

 

4.16.3 操作方法 

○ ピッチを変更する 

1. ④に値を入力します。左から，X，Y，Z です。 

2. ⑰を押します。File Information フォームが閉じ，④，⑤の値が再計算さ

れた後に，断面表示，WorkForm のオブジェクト表示が更新されます。 

 

○ ポリゴンスケールを変更する 

1. ⑥に値を入力します。左から，X，Y，Z です。 

2. ⑰を押します。File Information フォームが閉じ，WorkForm のオブジ

ェクト表示が更新されます。 

 

 

図 4.16.3 ポリゴンスケールが編集可能な場合 

図 4.16.2 ピッチが編集可能な場合 
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4.17 ヒストグラム 

［Window］メニューより［Histogram］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

4.17.1 機能概要 

読み込んだ画像データの輝度分布を，ヒストグラムで表示します。 

 

○ 処理結果例 

頭部 MRI 画像のヒストグラムです 

 

 

図 4.17.1 ヒストグラム 
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4.17.2 画面説明 

 

No. 項 目 説 明 

① ヒストグラム 輝度分布を表します 

② 表示形式 Normal（標準形式）または，Logarithm（対数

形式）のいずれかを示します 

③ Window Width 

（ウィンドウ幅） 

ウィンドウ幅です 

グラフ上では，薄い青の幅を表します 

④ Window Center 

（ウィンドウレベル） 

ウィンドウレベルです 

グラフ上では，青い線の位置を表します 

 

4.17.3 環境設定 

○ 標準形式と対数形式を切り替えます 

フォーム上で右クリックをすると，コンテキストメニューが表示されます。 

コンテキストメニュー内の ［Normal］ を選択すると，標準形式でヒストグ

ラムが表示されます。 

［Logarithm］ を選択すると，対数形式でヒストグラムが表示されます。 

図 4.17.2 ヒストグラム 

① 

③ 

 

 

④ 

 

② 
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図 4.17.4 対数形式のヒストグラム 

図 4.17.3コンテキストメニュー 
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4.18 断面表示 

［Window］メニューより［Slice View］を選択してください。 

 

4.18.1 機能概要 

XY，YZ，XZ それぞれの平面における画像を表示します。 

形状データの場合は，画像は表示しません。 

 

4.18.2 画面説明 

○ フォーム 

 

 

図 4.18.1 断面表示フォーム 
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No. 項 目 説 明 

① ファイル名コンボボックス 読み込んだファイル名を表示します 

② XY Plane 

（XY 平面画像） 

XY 平面の画像と情報を表示します 

③ XY 平面位置スライドバー 平面位置を指定します 

④ XY 平面移動ボタン（－） 平面位置をマイナス方向へ移動します 

⑤ XY 平面移動ボタン（＋） 平面位置をプラス方向へ移動します 

⑥ YZ Plane 

（YZ 平面画像） 

YZ 平面の画像と情報を表示します 

⑦ YZ 平面位置スライドバー 平面位置を指定します 

⑧ YZ 平面移動ボタン（－） 平面位置をマイナス方向へ移動します 

⑨ YZ 平面移動ボタン（＋） 平面位置をプラス方向へ移動します 

⑩ XZ Plane 

（XZ 平面画像） 

XZ 平面の画像と情報を表示します 

⑪ XZ 平面位置スライドバー 平面位置を指定します 

⑫ XZ 平面移動ボタン（－） 平面位置をマイナス方向へ移動します 

⑬ XZ 平面移動ボタン（＋） 平面位置をプラス方向へ移動します 

 

○ 画像表示内 

 

No. 項 目 説 明 

① 平面名称 平面の種類（XY，YZ，XZ）を表示します。 

② 交点位置 XY，YZ，XZ 平面が交わる座標 

③ 画像サイズ X，Y，Z それぞれの軸方向における最大値 

 

図 4.18.2 画像表示内情報 

① 
② 

③ 
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4.18.3 操作方法 

○ XY 平面を移動させ，表示画像を変更する 

1. フォーム③のスライドバーを左右に移動させます。微調整は，フォームの

④および⑤のボタンを使用します。 

 

 

○ YZ 平面を移動させ，表示画像を変更する 

1. フォーム⑦スライドバーを左右に移動させます。微調整は，⑧および⑨の

ボタンを使用します。 

 

 

図 4.18.4 YZ平面表示 

図 4.18.3 XY平面表示 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

146 

○ XZ 平面を移動させ，表示画像を変更する 

1. フォーム⑪スライドバーを左右に移動させます。微調整は，⑫および⑬の

ボタンを使用します。 

 

 

○ 表示画像を切り替える（複数のデータが読み込まれている場合） 

1. ①のコンボボックスで，ファイル名を切り替えます 

2. 切り替えと同時に，WorkForm のアクティブが切り替わります 

 

○ スライス編集フォームを表示する（ボリュームデータの場合） 

1. フォーム②，もしくはフォーム⑥，フォーム⑩をダブルクリックします 

 

 

 

図 4.18.5 XZ平面表示 
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4.19 スライス編集 

断面表示フォームに表示している画像をダブルクリックしてください。 

XY 平面画像のダブルクリックで XY 平面に対応した編集画面に，YZ 平面画像のダブ

ルクリックで YZ 平面に対応した編集画面に，XZ 平面画像のダブルクリックで XZ 平

面に対応した編集画面になります。 

断面表示フォームは，「4.18 断面表示」を参照してください。 

 

4.19.1 機能概要 

スライスを編集します。 

シングルスライス，またはマルチスライスを対象*4.19.1とした，ペンおよび矩形に

よる塗りつぶしが可能です。 

 

 

4.19.2 画面説明 

 図 4.19.1 スライス修正フォーム 
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⑨ 

⑩ ⑪ 

⑭ 

㉑ 

*4.19.1 編集の対象 

シングルスライスモードでは表示中のスライスが，マルチスライス

モードでは指定範囲のスライスがそれぞれ編集の対象になります。 
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No. 項 目 説 明 

① 画像 画像を表示します 

② ペン描画 ペン描画を行います 

③ 矩形描画 矩形描画を行います 

④ スポイト スポイト機能に切り替えます 

⑤ ペンの太さ ペンの太さを指定します 

⑥ Multi Slice Mode 

（スライスモード切り替え） 

スライスの編集モードを切り替えます 

⑦ Start Slice Number 

（開始スライス番号） 

マルチスライスモード時の開始スライスを

指定します 

⑧ End Slice Number 

（終了スライス番号） 

マルチスライスモード時の終了スライスを

指定します 

⑨ 描画輝度値 描画色に対応する輝度値です 

⑩ 描画色 選択中の描画色です 

⑪ 描画色選択スライドバー 描画色を選択します 

⑫ Save ボタン フォームを閉じずに編集内容を適用します 

⑬ Reset ボタン 編集内容を破棄します 

⑭ Preview WindowW/L 

Mode 

①・⑩・⑪の表示に対して WindowW/L を

適用するかを選択します 

⑮ 画像縮小ボタン ①で表示する画像を縮小します 

⑯ 画像拡大ボタン ①で表示する画像を拡大します 

⑰ スライス番号指定スライド

バー 

①で表示する画像のスライスを指定します 

⑱ Slice Number 

（スライス番号） 

①で表示する画像のスライス番号です 

⑲ Fit to Screen 

（全面表示） 

チェックが On の場合，スクリーンに画像

全体を表示します 

⑳ OK ボタン 結果を適用してフォームを閉じます 

㉑ Cancel ボタン 結果を適用せずにフォームを閉じます 

 

4.19.3 操作方法 

○ 画像サイズを変更する 

  ⑮および⑯を押すか，画像上でマウス右ボタン＋上下方向へドラッグします。 

  画像上でドラッグする場合，上方向で拡大，下方向で縮小します。 

  画像の表示範囲を超える場合は，スクロールバーが表示されます。 
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○ ダイアログを拡大・縮小する 

1. ダイアログの右下にマウスカーソルを移動させる（カーソルが変化） 

2. 1．の状態でマウス左ドラッグを行う 

 

○ 表示スライスを変更する 

⑰のスライドバーを移動します。左側が 1，右側がスライス番号の最大値です。

または，⑱の値に番号を入力します。 

 

○ WindowW/L 表示を有効にする 

⑭のチェックを On にします。 

 

○ WindowW/L 表示を無効にする 

⑭のチェックを Off にします。 

 

○ ペン描画を行う 

1. ②を押します 

2. ⑤で，ペンの太さを指定します 

3. ①上で，ドラッグをして描画を行います*4.18.2 

 

 

 

○ 矩形描画を行う 

1. ④を押します 

2. ①上で，ドラッグをして描画を行います 

ドラッグ開始点とドラッグ終了点で矩形の描画範囲が決まります 

 

○ シングルスライスモードに変更する 

⑥のチェックを Off にします。 

 

○ マルチスライスモードに変更する 

⑥にチェックを On にします。 

 

○ 開始スライスを変更する 

⑦の値に番号を入力します。 

*4.19.2 ペン描画時の注意点 

マルチスライスモードでは指定範囲で多くのスライスを指定して

いると，ドラッグ終了時の処理に時間がかかることがあります。 
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○ 終了スライスを変更する 

⑧の値に番号を入力します。 

 

○ スポイト機能を使用する 

1. ④を押します 

2. ①上で，クリックします 

3. クリックした箇所の色を取得し，⑨~⑪を取得色のデータで置き換えます 

 

○ 描画色を変更する 

1. ⑪のつまみを上下に移動させます。上側では輝度が低く，下側では輝度が

高くなります 

2. また，⑨に輝度値を入力すると，変更できます 

 

○ 画像を，操作直前の状態に戻す 

Ctrl キー＋Z キーを押します。 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

151 

4.19.4 スライス画面上からの任意形状切り抜きまたは抽出 

スライス画面上に図形を描画し、指定した範囲で切り抜きまたは抽出が可能です。 

 

No. 項 目 説 明 

① 図形追加ボタン 図形追加モードに移行します 

左クリックで画面上に点を追加します 

右クリックで図形を確定します 

② 図形削除ボタン 画面上の図形を一括削除します 

③ 図形編集ボタン 図形編集モードに移行します 

マウスカーソル上の点を左ドラッグで移動でき

ます 右クリックで点を消します 

２点が赤に変化した状態で左クリックすると２

点間に点を追加できます 

④ 複製ボタン あるスライスで作成した図形が選択されている

場合、現在のスライスまでその図形をコピーし、

間を補完します 

図 4.19.2 スライス修正フォーム(任意形状切り抜き) 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑨ 
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No. 項 目 説 明 

⑤ 範囲反転ボタン 塗りつぶしの実行の範囲を、図形の内部にする

か、外部にするかを選択しますペンの太さを指定

します 

⑥ 適用ボタン 指定した図形の範囲を塗りつぶす または 抽出

します 

⑦ Undo ボタン 塗りつぶし結果をひとつ前の状態に戻します 

⑧ 図形選択―曲線 追加操作時の図形を曲線にします 

⑨ 図形選択―多角形 追加操作時の図形を多角形にします 

 

○ 図形の追加 

1. をクリックし、図形追加モードへ移行します 

2. または をクリックし、図形の種類を選択します 

3. スライス画面上で左クリックする毎に点が追加され、線分が変化します。点

が多いほど、線分を細かく調整できます 

4. 右クリックすると図形が確定し、自動的に図形編集モードへ移行します 

 

○ 図形の編集 

1. をクリックし、図形編集モードへ移行します 

（図形追加直後であれば、この操作は不要です） 

2. 点にマウスカーソルを合わせると黄色に変化するので、この状態で左ドラッ

グを行うと、図形の範囲を編集できます 

 

○ 範囲の反転 

1. をクリックすると、塗りつぶしの実行範囲が変わります。この時、明るく

表示された領域のみが抽出範囲となります 

 
図 4.19.3 図形の追加・編集・範囲反転 
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○ 図形の複製と補間 

1. 別のスライスへ移動します 

2. で直前に追加した図形を複製します 

（例えば 100 枚目に図形の追加を行い、150 枚目に移動してから複製ボタン

を押すと、100～150 枚目に同じ図形が複製されます） 

3. 上記の操作後、複製された図形に対し、点を左ドラッグしていくと間の図形

が自動的に補間・近似されます 

 

○ 図形による切り抜きまたは抽出の実行 

1. 適用ボタンを押すと、各図形に対して切り抜きまたは抽出を実行します 

（ の反転機能で、明るく表示した部分のみを残します） 

 

○ 実行結果の Undo 

1. Undo ボタンを押すと操作を１つ前に戻します 

 

 

 

図 4.19.4 実行結果と Undo 機能 
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4.20 DICOM管理ツール 

［Window］メニューの［DICOM Manager］を選択してください。 

 

4.20.1 機能概要 

エクスプローラーを操作する感覚で，DICOM ファイルを管理するツールです。 

以下の三つの機能を持ちます。 

 

○ DICOM 管理機能 

DICOM データを階層的*4.20.1に管理し，その階層をツリー表示します。また，

表示の切り替え，ヘッダーの追加，削除，ソートが実行できます。 

○ ランチャー機能 

MainFrame および WorkForm にデータを渡し，画像を表示します。 

○ 画像表示機能 

選択された DICOM データの画像表示やタグ情報の表示が行えます。 

 

 

 

*4.20.1 DICOM データの階層化について 

以下の手順で自動的にDICOM データは分類されて階層化されます。 

1. DICOM Root 以下すべての DICOM データファイルをリストアッ

プします（DICOM Rootの設定については第 6 章「環境設定」 の

「Dicom Manager」の項を参照してください） 

2. DICOM データのタグ情報を解析してデータベースに登録するしま

す 

3. 階層化の順番は「患者名（Patient）」「モダリティ（Modality）」「Study 

date（検査日）」となります 

4. 3 の順番でダイアログにツリー表示します 

 

CT/MRI などでは 1 回の検査が 1 つのデータセットになります。本シス

テムではタグ情報により 1 つの固有なデータセットを認識します。よっ

て，DICOM データファイルが別フォルダに配置されていても正確にデ

ータセットを認識してツリー構造にまとめます。 
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4.20.2 画面説明 

○ メインフォーム 

 

No. 項 目 説 明 

① 階層表示 DICOM 画像をグループ分けして階層表示します 

② 階層内容 現在選択している階層の内容を表示します 

 

 

○ メインフォームのコンテキストメニュー 

 

 

No. 項 目 説 明 

① Display 

（階層内容表示切り替え） 

表示方法を切り替えます 

② Choose Columns 

（表示ヘッダー選択） 

①の Details 選択時における表示項目を選択

します 

③ Select All 

（全て選択） 

表示しているアイテム全てを選択状態にしま

す 

図 4.20.2 DICOM管理ツールのコンテキストメニュー 

① 

② 

③ 

④ 

図 4.20.1 DICOM管理ツール 

① 

② 
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No. 項 目 説 明 

④ Property 

（プロパティ） 

画像表示フォームに，画像データを表示しま

す 

 

 

○ カラム選択フォーム 

 

 

No. 項 目 説 明 

① Name 

（名前） 

ファイル名の表示・非表示です 

② SeqNo 

（管理番号） 

ツール内における管理番号の表示・非表示です 

③ Study UID 

（検査 ID） 

検査 ID の表示・非表示です 

④ Series UID 

（シリーズ ID） 

シリーズ ID の表示・非表示です 

⑤ Body Part 

（部位） 

部位の表示・非表示です 

図 4.20.3 カラム選択フォーム 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ ⑬ 
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No. 項 目 説 明 

⑥ Accession Number 

（受付番号） 

受付番号の表示・非表示です 

⑦ Institute 

（施設名） 

施設名の表示・非表示です 

⑧ Physician 

（医師名） 

Physician の表示・非表示です 

⑨ Description 

（記述） 

記述の表示・非表示です 

⑩ Series No 

（シリーズ番号） 

シリーズ番号の表示・非表示です 

⑪ Image No 

（イメージ番号） 

イメージ番号の表示・非表示です 

⑫ OK ボタン 選択結果をメインフォームに適用します 

⑬ Cancel ボタン 更新内容を破棄し，フォームを閉じます 
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○ 画像表示フォーム 

 

 

No. 項 目 説 明 

① 画像表示 選択した画像を表示します 

 

 

○ 画像表示フォームのコンテキストメニュー 

 

No. 項 目 説 明 

① タグ情報表示切り替え タグ表示の有無を切り替えます 

② Previous 同一階層内のリストの，前項目を表示する 

③ Next 同一階層内のリストの，次項目を表示する 

 

 

4.20.3 操作説明 

○ 階層内容の表示を切り替える 

1. メインフォーム上で右クリックし，メインフォームのコンテキストメニュ

ーを開きます 

2. メインフォームのコンテキストメニューにマウスを合わせ，サブメニュー

の Icon もしくは Details をクリックします 

図 4.20.5 画像表示フォームのコンテキストメニュー 

② 

③ 

図 4.20.4 画像表示フォーム 

① 

① 
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3. Icon は，階層および画像ファイルがアイコン表示になります。画像ファイ

ルのアイコンは，サムネイルです。Details は，リスト表示です 

 

○ リストのソート条件を切り替える（リスト表示のみ） 

1. メインフォーム②に表示しているリストヘッダーのうち，ソート条件にし

たい項目をクリックします 

2. ソート順を逆にしたい場合は，もう一度項目をクリックします 

 

○ 画像表示フォームに画像を表示する（方法 1） 

1. 表示したい画像を選択します 

2. 右クリックし，メインフォームのコンテキストメニューを開きます 

○ 画像表示フォームに画像を表示する（方法 2） 

1. 表示したい画像をダブルクリックします 

 

○ 画像表示フォーム上のタグ情報表示を切り替える 

1. 画像表示フォーム上で右クリックし，コンテキストメニューを表示します 

2. 画像表示フォームのコンテキストメニュー①をクリックします 

 

○ リスト表示のヘッダー項目を追加／削除する 

1. メインフォーム②上で右クリックし，メインフォームのコンテキストメニ

ューを開きます 

2. メインフォームのコンテキストメニュー②をクリックします 

3. カラム選択フォームで，追加／削除したい項目を決定します 

4. カラム選択フォーム⑫を押します 

 

○ 選択した画像群をボリュームデータとして表示する 

1. 画像を複数枚選択します 

2. MainFrame にドラッグ＆ドロップします 

 

○ 選択した画像群で，WorkForm のボリュームデータを置き換える 

1. 画像を複数枚選択します 

2. 置き換えたい WorkForm にドラッグ＆ドロップします 
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4.21 計測機能 

計測機能は，ボリュームデータを持たないWorkFormでは利用できません。［Window］

メニューより［Measure Manager］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

4.21.1 機能概要 

WorkForm で指定した連続線分・角度・領域から，それぞれ距離・角度・面積

を算出します。また，Volume Rendering フォーム・Index Image フォームと連

携し，体積を算出します。 

体積計測後，3 次元画像フィルタ・セグメンテーション・領域拡張法などの画

像の輝度値を変更する処理，または，クリッピング処理を行った場合，計測領域

表示が正しく行われなくなります。 

 

○ 処理結果例 

脳の断面積の領域指定例（図 4.21.1）と，その計測結果（図 4.21.2）を示し

ます。 

  図 4.21.2 計測結果 

図 4.21.1 断面積の領域指定

例 
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4.21.2 画面説明 

 

 

No. 項 目 説 明 

① タブコントロール 表示する計測の種類を選択します 

② チェックボックス WorkForm での表示・非表示を切り替えます。チェ

ックが On のものを表示します 

③ 名前 計測結果の名前を表示します 

④ 計測結果 計測結果を表示します 

⑤ 計測選択 行う計測の選択を行います 

⑥ Add ボタン ⑤を表示します 

⑦ Delete ボタン 選択中の計測結果を削除します 

⑧ Cancel ボタン 計測をキャンセルします 

⑨ Save ボタン 計測結果を csv 形式で保存します 

（計測区分、名称、数値、単位が含まれます） 

⑩ ×ボタン Measure Manager フォームを閉じます 

 

 

図 4.21.3 Measure Managerフォーム 

③ ④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑩ 
① 

② 

⑧ ⑨ 
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4.21.3 操作方法 

○ 距離を計測する 

1. Add ボタンを押し，［Distance］ を選択します 

2. 断面画像上をクリックし，計測ポイントを追加していきます（図 4.21.4） 

3. 右クリック，または，最後に追加したポイントの付近をクリックして，計

測対象を決定します。このとき，計測ポイントが 2 点以上追加されてい

る必要があります 

4. Measure Manager フォームの ［Distance］ ツリーが展開され，計測結

果が追加されます 

 
图 4.21.4 距離の計測ポイント追加 
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○ 角度を計測する 

1. Add ボタンを押し，［Angle］ を選択します 

2. 断面画像上をクリックし，計測ポイント 3 点を追加します（図 4.21.5） 

3. Measure Manager フォームの［Angle］ツリーが展開され，計測結果が

追加されます 

 

 

图 4.21.5 角度の計測ポイント追加 
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○ 面積を計測する 

1. Add ボタンを押し，［Area］ を選択します 

2. 断面画像上をクリックし，計測ポイントを追加*4.21.1していきます      

（図 4.21.6） 

3. 右クリック，または，最初に追加したポイントの付近をクリックして，計

測対象を決定します。このとき，計測ポイントが 3 点以上追加されてい

る必要があります 

4. Measure Manager フォームの［Area］ツリーが展開され，計測結果が追

加されます 

 

 

*4.21.1 面積計測ポイント追加の注意点 

面積の計測を行うときは，追加済みの線分とクリックすることで

追加される線分が別の色で表示されます。この 2 色の線分が交

わるような状態では，計測ポイントの追加が行えません。 

 

图 4.21.6 面積の計測ポイント追加 

○ × 
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○ 体積を計測する 

1. Add ボタンを押し，［Volume］ を選択します 

2. Measure Manager フォームの［Volume］ツリーが展開され，計測結果

が追加されます*4.21.2 

 

 

○ 計測結果を削除する*4.21.3 

1. 削除したい計測結果を選択する 

2. Delete ボタンをクリックする 

 

 

○ 計測結果の名前を変更する*4.21.4 

1. 名前を変更したい計測結果を選択する 

2. 名前をクリックする 

3. 新しい名前を入力する 

4. Enter キーを押す 

 

 

○ 計測ポイントを変更する 

1. 計測ポイントの変更を行いたい計測結果を選択する 

2. WorkFormで変更したい計測ポイント（面積の場合は頂点）をドラッグする 

 

 

*4.21.4 名前を変更できるもの・できないもの 

名前をできるのは，ユーザーが入力した計測結果に限られます。

［Distance] などの，計測の種類を表している項目の名前を変更

することはできません。 

*4.21.3 削除できるもの・できないもの 

Delete ボタンで削除できるのは，ユーザーが入力した計測結果に

限られます。［Distance] などの，計測の種類を表している項目を

削除することはできません。 

*4.21.2 体積の計測対象 

体積の計測対象は，ボリューム表示カラーテーブルで，“Visible”

に設定されている輝度域になります。ボリューム表示カラーテー

ブルの詳細は，第 4章「機能詳細」の「ボリュームレンダリング」

「ポイントベースボリュームレンダリング」「インデックスイメー

ジ」の項を参照してください。 
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○ 計測をキャンセルする 

1. 計測モード中に Cancel ボタンを押下する 

 

○ 計測結果を保存する 

1. Save ボタンを押下する 

2. ファイル保存ダイアログにファイル名を指定して、保存する（図 4.21.7） 

 

図 4.21.7 計測結果の出力と表示 

 

○ 断面の角度を変更する 

CrossSection との連携により，傾いた断面に対して計測を行うことができま

す。詳細は，第 4 章「三次元断面表示」のコントロールフォームを参照して

ください． 

 

 

4.21.4 環境設定 

計測の表示色および単位切り替えの設定は，第 6 章「環境設定」の「Measure 

Manager」の項を参照してください。 

 

図 4.21.8 CrossSectionとの連携 
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4.22 WindowW/L  

WindowW/L*4.22.1は，ボリュームデータを持たない WorkForm では利用できません。

［Window］メニューより［Window W/L］を選択してください。 

4.22.1 機能概要 

WindowW/L は，ウィンドウ幅とウィンドウレベルを設定することで，特定の

輝度範囲を抜き出して表示する機能です。 

ウィンドウ幅を大きくするとコントラストが弱まり，逆に小さくするとコント

ラストが強まります。また，ウィンドウレベルを大きくすると画像全体が暗くな

り，逆に小さくすると画像全体が明るくなります。 

○ 処理結果例 

  

  

 

*4.22.1 WindowW/L の表記 

ウィンドウ設定と表記することもあります。また，ウィンドウレベ

ルを当アプリケーション上では“Window Center”としています

が，“Window Level”と表記するアプリケーションもあります。 

図 4.22.4 Width:200 Center:131 図 4.22.3 Width:636 Center:131 

図 4.22.2 Width:200 Center:318 図 4.22.1 Width:636 Center:318 
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4.22.2 画面説明 

 

 

 

No. 項 目 説 明 

① WindowW/L Mode Window W/L の有無を指定します 

チェックが On の場合，ウィンドウレベルの

設定が断面画像に反映されます 

② プリセット選択 プリセットの選択を行います 

③ Window Width 

（ウィンドウ幅） 

ウィンドウ幅の設定を行います 

④ ウィンドウ幅（数値） ウィンドウ幅の設定を行います 

⑤ Window Center 

（ウィンドウレベル） 

ウィンドウレベルの設定を行います 

⑥ ウィンドウレベル（数値） ウィンドウレベルの設定を行います 

⑦ ×ボタン WindowW/L フォームを閉じます 

図 4.22.5 WindowW/Lフォーム 

③ 

② 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 
① 
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4.22.3 操作方法 

○ コントロールを使い手動で設定する 

トラックバーとアップダウン（図 4.22.5 の③~⑥）を使って設定します。 

数値を正確に入力し，定量的に画像を見る場合，または細かな調整に適して

います。 

 

○ WorkForm の断面表示画面上に手動で設定する 

断面表示画面上で，マウスの右ドラッグを行うことで設定します。 

ウィンドウ幅とウィンドウレベルを同時に調整できるため，直観的に画像を

見る場合に適しています。 

ドラッグ方向 数値変化 

上 Window Center が減少します 

下 Window Center が増加します 

右 Window Width が増加します 

左 Window Width が減少します 

 

○ プリセットを変更する 

ドロップダウンリスト（図 4.22.5 の②）から選択します。初期設定値*4.22.2の

“Default”，手動で設定した場合の数値が記憶される“Custom”，の他に“Bone 

condition”，“Lungs Field”，“Mediastinum”，“Abdominal PLN”，“Abdominal 

CE”があります。 

 

 

 

*4.22.2 WindowW/L の初期設定値 

基本的にはDICOMタグの“WindowW/L”情報の値が反映され

ますが，DICOM タグの“WindowW/L”情報を持たないデータ

セットを読み込んだ場合は，初期表示時にボリュームデータの持

つ輝度幅からウィンドウ幅とウィンドウレベルを自動で設定しま

す。 
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4.23 画面キャプチャ機能 

ツールバー をクリックしてください。 

 

4.23.1 機能概要 

現在アクティブであるワークフォームの表示状態をフルカラー（24bit）BMP 形

式の画像ファイルで保存します。 

 

4.23.2 操作方法 

 

○ ワークフォームの表示状態を画像ファイルで保存する 

1. ツールバー をクリックして［名前を付けて保存］フォームを表示します 

2. ファイル名を入力して［保存］ボタンをクリックします 
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第 5章 

メッシュ編集機能 
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5.1 概要 

［Mesh Editing］メニューに含まれる機能では，主にメッシュデータの編集を行いま

す。メニューから選択するとメッシュ編集機能モードの変更，または機能の実行を行

いますが，実行中のモードのメニューを再度選択した場合はモードの終了操作となり

ます。現在のモードはメニューのチェック状態，またはステータスバーで確認できま

す。（図 5.1.1） 

なお，［Polygon Information］以外の機能は WorkForm を切り替えると強制的に終

了となり，キャンセル可能な確認フォームが表示されていた場合もキャンセルをせず

にフォームを閉じた扱いとなります。また，［Filling-Vertex］，［Filling-Edge］，

［Filling-Ring］，［Filling-Ring-OuterSelect］，［Reverse-Manual］，［Delete-Manual］

は［Esc］キーによってもモードの終了が可能です。 

 

 

表示ステータス モード 

Reconstruction/Reduction 再構成・削減（5.2） 

Smoothing スムージング（5.3） 

Filling-Vertex 頂点選択による手動穴埋め（5.4） 

Filling-Edge エッジ選択による手動穴埋め（5.5） 

Filling-Ring リング選択による手動穴埋め（5.6） 

Filling-Ring-OuterSelect リング外周先行選択による手動穴埋め（5.7） 

Reverse-Manual 手動反転（5.8） 

Delete-Manual 手動削除（5.9） 

Filling-Auto 自動穴埋め（5.11） 

Reverse-Auto 自動反転（5.12） 

Delete-Auto 自動削除（5.13） 

 

図 5.1.1 メッシュ編集モード 

現在は再構成・削減モード 
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5.2 再構成・削減 

［Mesh Editing］メニューより［Reconstruction/Reduction］を選択してください。

再構成・削減ダイアログが開きます。 

 

5.2.1 機能概要 

ポリゴンの再構成または削減を行う機能です。 

再構成は，ポリゴンの精度を維持したまま，ポリゴン数を調整する機能です。3D

プリンタ造形に適した滑らかなポリゴン形状の生成が可能です。 

削減は，ポリゴンの削減目標数*5.1を設定し，削減目標数以下になるようにポリゴ

ン形状の削減を行います。ポリゴン精度優先であれば「再構成」，ポリゴン数優先

であれば「削減」を選択すると良いでしょう。 

 

再構成・削減のアンドゥはフォームの［Undo］ボタンから一回のみ可能となりま

す。なお，フォームが閉じられると［Undo］情報は破棄され，再構成または削減

をもう一度実行するまで［Undo］ボタンは有効になりません。 

 

 

*5.1 削減目標数とは 

削減は前準備としてすべてのポリゴンに特徴評価値をつけます。

特徴評価値とは，モデルの特徴となる部分に近いほど高くなる値

です。削減では，モデルの特徴を維持するため特徴評価値の低い

ポリゴンから順に削除していきます。特徴評価値が同じポリゴン

が複数あるときは一度に削除するため，削減目標数ちょうどにな

らないことがあります。 
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○ 再構成または削減の実行結果例 

再構成のポリゴン精度「中」を選択，実行した結果を図 5.2.1 に示します。 

削減レート 20%を選択，実行した結果を図 5.2.2 に示します。 

 

 

 

 

図 5.2.1 ポリゴン再構成の実行結果（左：実行前、右：実行後） 

図 5.2.2 ポリゴン削減の実行結果（左：実行前、右：実行後） 
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5.2.2 画面説明 

 

 

 

No. 項 目 説 明 

① Reconstruction 

（再構成ラジオボタン） 

ポリゴン再構成機能を選択します 

 

② Low ポリゴン精度「低」で再構成を行います 

→精度６に自動設定されます 

データは軽いですが，精度が低めになります 

③ Middle ポリゴン精度「中」で再構成を行います 

→精度８に自動設定されます 

標準設定です 

④ High ポリゴン精度「高」で再構成を行います 

→精度１０に自動設定されます 

精度は高いですが，データが重くなります 

⑤ Input チェックボックス 精度の手動入力操作の有効・無効を設定します 

初期状態はチェック OFF（無効）です 

⑥ ポリゴン再構成精度入

力ボックス 

⑤のチェックが ON（有効）の場合、数値を手

動で変更できます（入力範囲は 1～12 です） 

⑦ Reduction 

（削減ラジオボタン） 

ポリゴン削減機能を選択します 

図 5.2.3 削減フォーム 

① 

④ ③ ② 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑩ 

⑫ 

⑬ ⑭ 

⑪ 

⑨ 
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No. 項 目 説 明 

⑧ Ratio 

（削減率トラックバー） 

ポリゴン数の削減率を設定します 

⑨ Ratio 

（削減率入力ボックス） 

ポリゴン数の削減率を表示します 

キーボードで入力して変更できます 

⑩ Polygon 

（総ポリゴン数） 

モデルデータの総ポリゴン数を表示します 

⑪ Polygon 

（削減後のポリゴン数

入力ボックス） 

削減目標となるポリゴン数を表示します 

キーボードで入力して変更できます 

⑫ Num of Polygon 

（現在のポリゴン数） 

現在のポリゴン数を表示します 

⑬ Undo 

（アンドゥ） 

実行前の状態に戻します 

⑭ Execute 

（削減実行） 

現在の設定で再構成または削減を実行します 

ラジオボタンで選択した機能のみ実行します 

 

5.2.3 操作方法 

○ 再構成の精度をラジオボタンから変更する 

1. Reconstruction ラジオボタンを選択します 

2. 再構成の精度を Low，Middle，High のいずれかから選択します 

→この時、精度の数値が自動で変化します 

 

○ 再構成の精度を手動で変更する 

1. Reconstruction ラジオボタンを選択します 

2. Input チェックボックスを ON にすると，精度の数値を手動入力できます 

 

○ 削減率により，削減目標ポリゴン数を変更する 

1. 削減率トラックバーを左ドラッグで左右に移動して削減率を設定します 

2. 削減率にあわせて削減目標ポリゴン数が変化します 

 

○ 削減目標ポリゴン数を直接変更する 

1. 削減目標ポリゴン数ボックスに目標数をキーボードで入力します 

2. 削減目標ポリゴン数にあわせて削減率が変化します 
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5.3 スムージング 

［Mesh Editing］メニューより［Smoothing］を選択してください。スムージングモ 

ードになります。 

 

5.3.1 機能概要  

モデルデータに対しサンプリング*5.2を行い, 平滑化処理を施します。アンドゥ

はスムージング処理実行後, 1 回だけ行えます。何度もスムージング処理を試すよ

うなときは, ファイルを保存しておくことをお勧めします。 

 

 

 

○ 処理結果例 

スムージング結果を示します。（図 5.3.1） 

 

 

 

*5.2 サンプリングとは 

ここでは,サンプリングという言葉を「メッシュ内のある頂点グル

ープのデータを集める」という意味で使用しています。スムージ

ング処理はメッシュの頂点を移動させることで実現しますが, 頂

点の移動距離を求める際, 隣りあった頂点のデータを集め, それ

らを基に移動距離を計算しています。 

図 5.3.1 スムージング結果 
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5.3.2 画面説明 

  

 

 

No. 項 目 説 明 

① Iteration Number 

（スムージング回数ボッ

クス） 

スムージング処理の回数を設定します 

キーボードで入力して変更できます 

② Preserve Edge Corner 

（角部分保存チェックボ

ックス） 

メッシュの角に対する処理を設定します 

③ Wide Sampling Area 

（広域サンプリングエリ

アチェックボックス） 

サンプリングする領域を大きくします 

④ Parameter Setting 

（パラメータ設定チェッ

クボックス） 

平滑化パラメータの入力可／不可を設定します 

⑤ Smoothness 

（平滑度トラックバー） 

メッシュの平滑度を設定します 

⑥ Smoothness 

（平滑度ボックス） 

メッシュの平滑度を表示します 

キーボードで入力して変更できます 

⑦ Retain Edge 

（エッジ保存度トラック

バー） 

エッジ保存の度合を設定します 

⑧ Retain Edge 

（エッジ保存度ボックス） 

エッジ保存の度合を表示します 

キーボードで入力して変更できます 

① 
③ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

⑩ 

図 5.3.2 スムージングフォーム 

 

② 

④ 
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⑨ Undo 

（アンドゥ） 

メッシュを 1 つ前の状態に戻します 

⑩ Execute 

（実行） 

現在の設定でスムージングを実行します 

 

5.3.3 操作方法 

  

○ メッシュ全体を平滑化する 

 

1. スムージング回数ボックスに数値を入力してスムージング処理の回数を

設定します。回数を増やすとより高い効果が望めますが, 多すぎると元の

形と大きくかけ離れる場合があります 

2. 広域サンプリングエリアチェックボックスにチェックを入れると, 全体を

より均一に平滑化する効果があります。ただし元々平らに近い面では効果

が得られない場合があります 

3. パラメータ設定チェックボックスにチェックを入れるとパラメータが設

定できます。平滑度ボックスの値を小さめに設定すると, 平滑化の効果が

小さくなります 

 

○ メッシュの角ばった部分を残して平滑化する 

   上記「メッシュ全体を平滑化する」操作に加えて, 以下の操作を行います。 

1. 角部分保存チェックボックスにチェックを入れると, 角を残したまま平滑

化を行います 

2. 追加パラメータチェックボックスにチェックを入れるとパラメータが設

定できます。エッジ保存度ボックスの値を小さめに設定すると, メッシュ

の角ばった部分を残して平滑化を行います 
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5.4 頂点選択による手動穴埋め 

［Mesh Editing］メニューより［Filling-Vertex］を選択してください。頂点選択に

よる手動穴埋めモードになります。 

 

5.4.1 機能概要 

3 つの頂点を選択し新規にポリゴンを 1 枚作成します。作成するポリゴンの表裏

は頂点の選択順*5.3で決まります。 

 

 

 

○ 処理結果例 

穴埋めした結果を示します。（図 5.4.2） 

 

 

*5.3 頂点の選択順とは 

頂点を反時計回りに選択すると，カメラに対して表向きのポリゴン

を作成します。逆に時計回りに選択すると裏向きになります。（図

5.4.1） 

表 裏 

１ 
２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

図 5.4.1 ポリゴンの向き 

図 5.4.2 穴埋め結果 
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5.4.2 操作方法 

 

○ 頂点を選択する 

［Shift］キーを押しながら，左クリックで頂点を選択します。選択した頂点

は設定色*5.4になります。 

 

 

 

○ 穴埋めモードを途中で終了する 

頂点選択中に［Mesh Editing］メニューより［Filling-Vertex］を選択します。 

 

○ 穴埋め結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します。 

*5.4 設定色とは 

選択された頂点の表示色に限らず，頂点，エッジ，ポリゴンなど

の色は設定で変更できます。 

表示色の設定については，第６章「各種設定」の「メッシュ編集

機能」を参照してください。 
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5.5 エッジ選択による手動穴埋め 

［Mesh Editing］メニューより［Filling-Edge］を選択してください。エッジ選択に

よる手動穴埋めモードになります。 

 

5.5.1 機能概要 

モデルデータの穴を構成するオープンエッジ*5.5を選択して，一度に穴埋めを行い

ます。 

 

 

 

○ 処理結果例 

穴埋めした結果を示します。（図 5.5.1） 

 

 

 

*5.5 オープンエッジとは 

ポリゴンが隣接していないエッジを指します。穴やモデルの末端の

ポリゴンのエッジはオープンエッジです。 

図 5.5.1 穴埋め結果 
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5.5.2 操作方法 

 

○ 穴埋めを行う 

1. ［Shift］キーを押しながら，左クリックでオープンエッジを選択します。

穴埋めを行い，確認フォーム（図 5.5.2）を表示します 

2. 結果を確定するには［Execute］ボタンをクリック，キャンセルするには

［Cancel］ボタンをクリックします 

 

 

○ 穴埋めしたポリゴンを裏返す 

確認フォームを表示中に［Reverse］ボタンをクリックして，穴埋めしたポリ

ゴンの表裏を切り替えます 

 

○ 穴埋めモードを途中で終了する 

オープンエッジ選択前に［Mesh Editing］メニューより［Filling-Edge］を

選択します。穴埋め後は確認フォームの［Cancel］ボタンをクリックします 

 

○ 穴埋め結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します 

図 5.5.2 確認フォーム 
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5.6 リング選択による手動穴埋め 

［Mesh Editing］メニューより［Filling-Ring］を選択してください。リング選択に

よる手動穴埋めモードになります。 

 

5.6.1 機能概要 

リング*5.6を複数選択して，穴埋めを行います。選択したリングのうち，最も全長

が長いリングを外側として，他のリングを避けるようにポリゴンを作成します。

外側のリングは自動判定しますので，選択順序は問いません。外側のリングの全

長が他のリングより短いときには，「5.5 リング外周先行選択による手動穴埋め」

を使用します。 

 

 

 

○ 処理結果例 

穴埋めした結果を示します（図 5.6.1）。 

 

 

 

*5.6 リングとは 

ポリゴンの穴を構成するオープンエッジの連なりを指します。 

図 5.6.1 穴埋め結果 
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5.6.2 操作方法 

 

○ 穴埋めを行う 

1. ［Shift］キーを押しながら，左クリックでリングを選択します。リングを

一つ選択すると確認フォームを表示しますが，この時点では［Execute］

ボタンが無効であるため，穴埋めを実行できません（図 5.6.2） 

 

 

 

2. 次のリングを選択すると，確認フォームの［Execute］ボタンが有効にな

り，穴埋めを実行できます（図 5.6.3） 

 

 

 

○ 穴埋めしたポリゴンを裏返す 

穴埋め実行後の確認フォームを表示中に［Reverse］ボタンをクリックして，

穴埋めしたポリゴンの表裏を切り替えます 

 

図 5.6.2 リングを一つ選択 

リングを一つ選択 

ボタン無効 

図 5.6.3 次のリングを選択 

ボタン有効 
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○ 穴埋めモードを途中で終了する 

リング選択前に［Mesh Editing］メニューより［Filling-Ring］を選択します。 

リングを一つでも選択したときは，確認フォームの［Cancel］ボタンをクリ

ックします 

 

○ 穴埋め結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します 
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5.7 リング外周先行選択による手動穴埋め 

［Mesh Editing］メニューより［Filling-Ring-OuterSelect］を選択してください。

リング外周先行選択による手動穴埋めモードになります。 

 

5.7.1 機能概要 

リングを複数選択して，穴埋めを行います。最初に選択したリングを外側として，

他のリングを避けるようにポリゴンを作成します。外側のリングを最初に選択す

る必要がある点が「5.6 リング選択による手動穴埋め」とは異なります。 

 

○ 処理結果例 

穴埋めした結果を示します（図 5.7.1） 

 

 

 

図 5.7.1 穴埋め結果 
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5.7.2 操作方法 

 

○ 穴埋めを行う 

1. ［Shift］キーを押しながら，左クリックで一番外側となるリングを選択し

ます リングを一つ選択すると確認フォームを表示しますが，この時点で

は［Execute］ボタンが無効であるため，穴埋めを実行できません（図 5.7.2） 

 

 

 

2. 次に内側のリングを選択すると，確認フォームの［Execute］ボタンが有

効になり，穴埋めを実行できます（図 5.7.3） 

 

 

 

○ 穴埋めしたポリゴンを裏返す 

穴埋め実行後の確認フォームを表示中に［Reverse］ボタンをクリックして，

穴埋めしたポリゴンの表裏を切り替えます 

 

図 5.7.2 外側のリングを選択 

外側のリングを選択 

ボタン無効 

図 5.7.3 内側のリングを選択 

ボタン有効 
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○ 穴埋めモードを途中で終了する 

エッジ選択前に［Mesh Editing］メニューより［Filling-Ring-OuterSelect］

を選択します。エッジを一つでも選択したときは，確認フォームの［Cancel］

ボタンをクリックします 

 

○ 穴埋め結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します 
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5.8 手動反転 

［Mesh Editing］メニューより［Reverse-Manual］を選択してください。手動反転

モードになります。 

 

5.8.1 機能概要 

ポリゴンを選択して表裏を反転します。 

 

○ 処理結果例 

反転した結果を示します。（図 5.8.1） 

 

 

 

5.8.2 操作方法 

 

○ 反転を行う 

［Shift］キーを押しながら，左クリックで反転するポリゴンを選択します。 

 

○ 反転モードを途中で終了する 

［Mesh Editing］メニューより［Reverse-Manual］を選択します。 

 

○ 反転結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します。 

図 5.8.1 反転結果 
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5.9 手動削除 

［Mesh Editing］メニューより［Delete-Manual］を選択してください。手動削除モ

ードになります。 

 

5.9.1 機能概要 

ポリゴンを選択して削除します。 

 

○ 処理結果例 

削除した結果を示します。（図 5.9.1） 

 

 

 

5.9.2 操作方法 

 

○ 削除を行う 

［Shift］キーを押しながら，左クリックで削除するポリゴンを選択します 

 

○ 手動削除モードを終了する 

［Mesh Editing］メニューより［Delete-Manual］を選択します 

 

○ 削除結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します 

図 5.9.1 削除結果 
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5.10 自動修正 

［Mesh Editing］メニューより［Auto-Modification］を選択してください。 

 

5.10.1 機能概要 

穴埋めと重複面の削除を行った後，自動削除が実行されます。メニュー上では

［Auto-Modification］にチェックマークが表示されますが，ステータスバー上の

モード表示は［Delete-Auto］となります。 

また，アンドゥの対象となるのは自動削除部分のみが対象で，自動削除で削除を

実行せずに終了した場合，［Undo Edited］は無効状態となります。 

 

5.10.2 操作方法 

 

○ 実行する 

［Mesh Editing］メニューより［Auto-Modification］を選択すると実行され，

自動削除フォームが表示されます。自動削除フォームの説明は「5.13 自動削

除」の項を参照してください 
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5.11 自動穴埋め 

［Mesh Editing］メニューより［Filling-Auto］を選択してください。自動穴埋めモ

ードになります。 

 

5.11.1 機能概要 

モデルデータの穴を自動で検出し，穴埋めを行います。 

 

○ 処理結果例 

穴埋めした結果を示します。（図 5.11.1） 

 

 

 

5.11.2 操作方法 

 

○ 穴埋めを行う 

穴埋め実行後の確認フォーム（図 5.11.2）表示中に，［Execute］ボタンをク

リックします 

 

 

 

図 5.11.1 穴埋め結果 

図 5.11.2 確認フォーム 
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○ 穴埋め結果をキャンセルする 

穴埋め実行後の確認フォーム（図 5.11.2）表示中に，［Cancel］ボタンをクリ

ックします 

 

○ 穴埋め結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

195 

5.12 自動反転 

［Mesh Editing］メニューより［Reverse-Auto］を選択してください。自動反転モ

ードになります。 

 

5.12.1 機能概要 

隣接するポリゴンの表裏が揃うように自動で反転を行います。表裏判定に失敗*5.7

するときには，「5.6 手動反転」を使用します。 

 

 

 

○ 処理結果例 

反転した結果を示します。（図 5.12.1） 

 

 

 

*5.7 表裏判定に失敗する例 

・周囲のポリゴンの表裏が混在している 

・隣接ポリゴンが少ない 

図 5.12.1 反転結果 
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5.12.2 操作方法 

 

○ 反転を行う 

反転実行後の確認フォーム（図 5.12.2）表示中に，［Execute］ボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

○ 反転結果をキャンセルする 

反転実行後の確認フォーム（図 5.12.2）表示中に，［Cancel］ボタンをクリッ

クします。 

 

○ 反転結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します。 

図 5.12.2 確認フォーム 
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5.13 自動削除 

［Mesh Editing］メニューより［Delete-Auto］を選択してください。自動削除モー

ドになります。 

 

5.13.1 機能概要 

モデルデータのポリゴンの塊ごとにグループ分けし，グループ単位で削除を行い

ます。 

 

○ 処理結果例 

削除した結果を示します。（図 5.13.1） 

 

 

 

図 5.13.1 削除結果 

赤表示のポリゴン 

グループを削除 
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5.13.2 画面説明 

 

 

 

No. 項 目 説 明 

① Group 

（ポリゴングループ一覧） 

ポリゴングループの No.（通し番号）を表示

します 

② Number 

（ポリゴン数一覧） 

ポリゴングループごとのポリゴン数を表示し

ます 

③ Threshold of Polygon 

（ポリゴン数しきい値ト

ラックバー） 

ポリゴン数しきい値を設定します 

ポリゴン数がしきい値以下のポリゴングルー

プは一覧で選択状態になります 

④ Threshold of Polygon 

（ポリゴン数ボックス） 

ポリゴン数しきい値を設定します 

ポリゴン数がしきい値以下のポリゴングルー

プは一覧で選択状態になります 

⑤ Execute 

（削除実行） 

一覧より選択中のポリゴングループを削除し

ます 

 

図 5.13.2 自動削除フォーム 

① 

④ ③ 

② 

⑤ 
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5.13.3 操作方法 

 

○ ポリゴングループを選択する 

ポリゴングループ一覧の削除するグループを左クリックで選択します。    

（図 5.13.3） 

選択したポリゴングループはワークフォーム上の表示が変化します。 

［Ctrl］キーを押しながら左クリックで複数選択することもできます。 

 

 

 

ポリゴングループ選択 

図 5.13.3 ポリゴングループ選択 
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○ ポリゴン数しきい値でポリゴングループを選択する 

ポリゴン数しきい値トラックバーでしきい値を変更します。しきい値以下の

ポリゴングループが一覧で選択状態となり，ワークフォーム上の表示が変化

します（図 5.13.4） 

 

 

○ 削除結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します 

 

○ 必要なポリゴングループのみを抽出する 

1. しきい値 100 などの低い値を直接入力し，必要なグループがワークフォ

ーム上で強調表示されない（選択されない）ことを確認する 

2. しきい値を決定したら、Execute ボタンを押す 

3. 残ったグループのうち，不要なグループのみをリスト上から選択し，再度

Execute ボタンを押す（不要なグループが多い場合，先に 1～2 の手順を

繰り返す） 

4. 1~3 を繰り返し，必要なグループのみを残してダイアログを閉じる 

しきい値変更 

図 5.13.4 しきい値変更 
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5.14 全反転 

［Mesh Editing］メニューより［Reverse-All］を選択してください。 

 

5.14.1 機能概要 

全てのポリゴンを反転します。 

 

○ 処理結果例 

全反転した結果を示します。（図 5.14.1） 

 

 

 

5.14.2 操作方法 

 

○ 全反転を行う 

［Mesh Editing］メニューより［Reverse-All］を選択します 

 

○ 全反転結果を元に戻す 

［Ctrl］キー押しながら［z］キーを押すか，［Mesh Editing］メニューより

［Undo Edited］を選択します 

図 5.14.1 全反転結果 
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5.15 アンドゥ 

［Mesh Editing］メニューより［Undo Edited］を選択してください。 

 

5.15.1 機能概要 

穴埋め，反転，削除は操作のたびに元に戻すための情報をバッファに記録します。

アンドゥはその情報を使用して，操作を 1 回分元に戻します。バッファは異種の

操作*5.8を行った時点でクリアされます。 

 

 

 

例えば，手動反転を行い，自動反転を行うと，いずれもアンドゥできますが，間

に手動削除など，反転とは異種の操作を挟むと，最後の自動反転しかアンドゥで

きなくなります。 

 

*5.8 異種の操作とは 

メッシュ編集機能は，操作を以下の穴埋め，反転，削除，その他

の４種類に分けて管理しています。 

・穴埋め：手動穴埋め全種，自動穴埋め 

・反転：手動反転，自動反転，全反転 

・削除：手動削除，自動削除 

・その他：削減，スムージング，自動修正 
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 図 5.15.1 操作とアンドゥバッファ 

①自動反転 

手動反転 

バッファ 

自動反転 自動反転 

②手動反転 

①自動反転 

手動削除 

自動反転 自動反転 

②手動削除 ③手動反転 

手動反転 

手動削除 

いずれも 

アンドゥ可能 

連続同種操作 

途中に異種操作 

クリア 

クリア 

手動反転のみ 

アンドゥ可能 

バッファ 

バッファ バッファ バッファ 
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5.16 正当性チェック 

［Mesh Editing］メニューより［Propriety Check］を選択してください。正当性チ

ェックフォーム（図 5.16.1）を表示します。 

 

5.16.1 画面説明 

 

 

 

No. 項 目 説 明 

① 重複エラー検索指定 

（Duplicate） 

頂点，エッジ，ポリゴンの重複エラー*5.9を検索

する／しない，エラーの表示・非表示を指定しま

す 

チェックが On のときにメッシュ編集を行うと

自動的に重複エラーの再検索を行います 

図 5.16.1 正当性チェックフォーム 

① 

④ 

③ 

② ⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ ⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑲ 

⑳ 

⑧ 

⑰ ⑱ 
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No. 項 目 説 明 

② 重複エラー頂点検索指

定 

（Duplicate-Vertex） 

重複エラー頂点を検索する／しない，エラーの表

示・非表示を指定します  

チェックが On のときにメッシュ編集を行うと

自動的にエラーの再検索を行います 

③ 重複エラーエッジ検索

指定 

（Duplicate-Edge） 

重複エラーエッジを検索する／しない，エラーの

表示・非表示を指定します  

チェックが On のときにメッシュ編集を行うと

自動的にエラーの再検索を行います 

④ 重複エラーポリゴン検

索指定 

（Duplicate-Polygon） 

重複エラーポリゴンを検索する／しない，エラー

の表示・非表示を指定します  

チェックが On のときにメッシュ編集を行うと

自動的にエラーの再検索を行います 

⑤ 重複エラー頂点数 重複エラー頂点数を表示します 

⑥ 重複エラーエッジ数 重複エラーエッジ数を表示します 

⑦ 重複エラーポリゴン数 重複エラーポリゴン数を表示します 

⑧ 重複エラー検索 重複エラーの検索を行います 

⑨ 重複エラー修正 重複エラーの修正（削除）を行います 

⑩ 1頂点－2エッジ接続エ

ラー検索指定 

（1 Vertex - 2 Edge） 

1 頂点－2 エッジ接続エラー*5.10を検索する／し

ない，エラーの表示・非表示を指定します  

チェックが On のときにメッシュ編集を行うと

自動的にエラーの再検索を行います 

⑪ 1頂点－2エッジ接続エ

ラーポリゴン数 

1 頂点－2エッジ接続エラーの頂点を含んで構成

されるポリゴン数を表示します 

⑫ 1頂点－2エッジ接続エ

ラー検索 

1 頂点－2 エッジ接続エラーの検索を行います 

⑬ 1頂点－2エッジ接続エ

ラー修正 

1 頂点－2 エッジ接続エラーの修正（削除）を行

います 

⑭ 1エッジ－2ポリゴン接

続エラー指定 

（1 Edge - 2 Polygon） 

1 エッジ－2 ポリゴン接続エラー*5.11を検索する

／しない，エラーの表示・非表示を指定します チ

ェックが On のときにメッシュ編集を行うと自

動的にエラーの再検索を行います 

⑮ 1エッジ－2ポリゴン接

続エラーエッジ数 

1 エッジ－2 ポリゴン接続エラーのエッジ数を表

示します 

⑯ 1エッジ－2ポリゴン接

続エラーポリゴン数 

1 エッジ－2 ポリゴン接続エラーのエッジを含ん

で構成されるポリゴン数を表示します 
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No. 項 目 説 明 

⑰ 1エッジ－2ポリゴン接

続エラー検索 

1 エッジ－2 ポリゴン接続エラーの検索を行いま

す 

⑱ 1エッジ－2ポリゴン接

続エラー修正 

1 エッジ－2 ポリゴン接続エラーの修正（削除）

を行います 

⑲ 法線エラー検索指定 

（Normal） 

法線エラー*5.12を検索する／しない，エラーの表

示・非表示を指定します  

チェックが On のときにメッシュ編集を行うと

自動的にエラーの再検索を行います 

⑳ 法線エラーポリゴン数 法線エラーポリゴン数を表示します 

㉑ 法線エラー検索 法線エラーの検索を行います 

㉒ 法線エラー修正 法線エラーの修正（反転）を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

*５.9 頂点，エッジ，ポリゴンの重複エラーとは 

・頂点の重複エラー：座標上重複している頂点を指します。 

・エッジの重複エラー：同じ 2頂点の組み合わせで構成されるエ

ッジを指します。 

・ポリゴンの重複エラー：同じ 3エッジの組み合わせで構成され

るポリゴンを指します。 
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図 5.16.2  頂点に接続するエッジの数 

正常：3 エッジ接続 

エラー：2 エッジ接続 

 

エラー：2 エッジ接続 

図 5.16.3  1 頂点－2エッジ接続エラーの例 

*５.10  1 頂点―2 エッジ接続エラーとは 

正常なモデルを構成する頂点は必ず3エッジ以上が接続されてい

るという条件で検索を行います（図 5.16.2）。条件にあてはまら

ない頂点がエラー（図 5.16.3）となります。エラー頂点を含むポ

リゴンはモデルの端となっている場合があるため，穴を特定する

ことができます。 
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図 5.16.4  1 エッジ－2ポリゴン接続エラーの例 

*５.11  1 エッジ―2ポリゴン接続エラーとは 

正常なモデルを構成するエッジは必ず 2ポリゴンが接続されて

いるという条件で検索を行います。条件にあてはまらないエッジ

とそれを含んで構成されるポリゴンがエラー（図 5.16.4）とな

ります。隣接しているように見えるポリゴンがエラーになった場

合は，エッジが共有されていないと考えられます。また，エッジ

が共有されている場合でも，3ポリゴン以上であればエラーで

す。エラーポリゴンは，ほかにモデルのオープンエッジや穴を構

成する部分に見られます。 

ポリゴンが別々のエッジで隣接 

エッジが 3 ポリゴン以上に共有 
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使用方向が同じ 使用方向が逆 

図 5.16.6 共有エッジの使用方向 

図 5.16.5 エッジ方向とポリゴンの向き 

*５.12 法線エラーとは 

ポリゴンの表（法線の向き）は構成する３エッジをたどる方向

で， 

・反時計回り：表向き 

・時計回り：裏向き 

となります（図 5.16.5）。 

さらに，隣接するポリゴン同士が同じ向きであれば，共有する

エッジは互いに逆方向に使用されます。隣接するポリゴン同士

でエッジの使用方向が逆になっていないものがエラー（図

5.16.6）となります。 
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5.16.2 操作方法 

○ 重複エラーの検索 

1. ［Duplicate Check］のチェックを On，エラーを検索する対象要素

［Vertex］，［Edge］，［Polygon］のチェックを On にして［Check］ボタ

ンで検索を開始します 

2. エラーと判定された要素は緑で表示されます（図 5.16.7） 

3. ［Duplicate Check］のチェックを Off にするとエラー表示も Off となり

ます 

4. ［Vertex］，［Edge］，［Polygon］を Off にするとそれぞれエラー頂点，エ

ラーエッジ，エラーポリゴンの表示が Off となります 

 

 

○ 重複エラーの修正 

1. 重複エラーを検索後，［Fix］ボタンで修正を開始します 

2. 修正が終了すると，自動的にエラーの再検索を行います 

3. 頂点，エッジ，ポリゴンのエラー数が０になるまで修正を繰り返します 

 

○ 1 頂点－2 エッジ接続エラーの検索 

1. ［1 Vertex – 2 Edge Check］のチェックを On にして［Check］ボタン

で検索を開始します 

2. エラーと判定された頂点を含んで構成されるポリゴンは紫で表示されま

す（図 5.16.8） 

3. ［1 Vertex – 2 Edge Check］のチェックを Off にすると，エラー表示も

Off となります  

 

図 5.16.7 重複エラーポリゴンの表示 
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○ 1 頂点－2 エッジ接続エラーの修正 

1. ［1 Vertex – 2 Edge Check］のチェックを On にして［Check］ボタン

で検索を開始します 

2. エラーと判定された頂点を含むポリゴンは紫で表示されます 

3. ［1 Vertex – 2 Edge Check］のチェックを Off にするとエラー表示も Off

となります  

 

○ 1 頂点－2 エッジ接続エラーの修正 

1. 1 頂点－2 エッジ接続エラーを検索後，［Fix］ボタンで修正を開始します 

修正とはエラー頂点を含むポリゴンの削除です 

2. 修正が終了すると，自動的にエラーの再検索を行います 

3. 修正により発生した穴を自動穴埋めなどで埋め，必要であればポリゴンを

反転します 

 

○ 1 エッジ－2 ポリゴン接続エラーの検索 

1. ［1 Edge – 2 Polygon Check］のチェックを On にして［Check］ボタン

で検索を開始します 

2. エラーと判定されたエッジは赤，エッジを含むポリゴンは黄で表示されま

す（図 5.16.9） 

3. ［1 Edge – 2 Polygon Check］のチェックを Off にすると，エラー表示も

Off となります  

 

図 5.16.8  1 頂点－2エッジ接続エラー 
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○ 1 エッジ－2 ポリゴン接続エラーの修正 

1. 1 エッジ－2 ポリゴン接続エラーを検索後，［Fix］ボタンで修正を開始し

ます 修正とはエラーエッジを含むポリゴンの削除です 

2. 修正が終了すると，自動的にエラーの再検索を行います 

 

 

 

3. 修正により発生した穴を自動穴埋めなどで埋め，必要であればポリゴンを

反転します 

 

 

 

図 5.16.9 1 エッジ－2ポリゴン接続エラーの表示 

図 5.16.10  1エッジ－2ポリゴン接続エラーの修正 

図 5.16.11 自動穴埋め 1 回実行

後 

穴埋めはできたが，

後に反転が必要 
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○ 法線エラーの検索 

1. ［Normal Check］のチェックを On にして［Check］ボタンで検索を開

始します 

2. エラーと判定されたポリゴンは赤で表示されます 

3. ［Normal Check］のチェックを Off にすると，エラー表示も Off となり

ます  

 

○ 法線エラーの修正 

1. 法線エラーを検索後，［Fix］ボタンで修正を開始します 

2. 修正が終了すると，自動的にエラーの再検索を行います 

3. エラー数が 0 になるまで修正を繰り返しますが，法線エラー以外のエラ

ーが含まれているモデルでは 0 にならない場合もあります 

 

法線エラー検索 

法線エラー修正 

図 5.16.13 法線エラー検索，修正 

図 5.16.12 全て穴埋め後，反転 
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5.17 メッシュ情報 

［Mesh Editing］メニューより［Polygon Information］を選択してください。編集

中のメッシュ情報（図 5.17.1）を表示します。 

 

5.17.1 画面説明 

 

 

No. 項 目 説 明 

① Vertex 

（頂点数） 

メッシュの頂点数を表示します 

② Edge 

（エッジ数） 

メッシュのエッジ数を表示します 

③ Polygon 

（ポリゴン数） 

メッシュのポリゴン数を表示します 

 

 

① 

② 

③ 

図 5.17.1 メッシュ情報画面 
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第 6章 

各種設定 
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6.1 環境設定 

［Tools］メニューから［Preference］を選択してください。 

または，ツールバー をクリックしてください。 

 

6.1.1 機能概要 

フォーム上の表示色や，初期値を設定します。 

 

6.1.2 画面説明 

○ 環境設定フォーム 

  

No. 項 目 説 明 

① 設定項目ツリー 設定項目の一覧を表示します 

② 設定内容 設定項目に関連した設定内容を表示します 

③ OK ボタン 変更を適用し，フォームを閉じます 

④ キャンセル 変更を破棄し，フォームを閉じます 

⑤ Accept ボタン 変更を適用し，作業を続けます 

 

 

図 6.1 環境設定フォーム 

① 

② 

③ ④ ⑤ 
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○ 項目『General』 

 

No. 項 目 説 明 

① Default Pitch 

（ピッチ） 

ピッチの初期値です 

Raw ファイル入力時に，使用されます 

② Default Polygon Scale 

（ポリゴンスケール） 

ポリゴンスケールの初期値です 

STL ファイル入力時に，使用されます 

③ Language 

（言語設定） 

アプリケーションの言語設定を切り替えます 

日本語と英語が使用可能です 

図 6.2 General項目 

① 

② 

③ 
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○ 項目『WorkForm Initialize』 

 

No. 項 目 説 明 

① Default View Model 

（初期表示モデル） 

データ読み込み直後のモデル表示設定です 

② Guide Type 

（ガイド設定・種類） 

WorkForm 右下に表示するガイドの種類を設

定します 

③ Guide Size 

（ガイド設定・大きさ） 

ガイドのサイズを設定します 

④ Face Color 

（ガイド設定・表面色） 

ガイドの表面の色を設定します 

⑤ Edge Color 

（ガイド設定・線色） 

ガイドの線の色を設定します 

 

 

図 6.3 WorkForm Initialize項目 

① 

② 

④ 

⑤ 

③ 
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○ 項目『Region Growing』 

 

No. 項 目 説 明 

① Region Color 

（領域色） 

領域拡張対象の色を設定します 

② Default Seed Color 

（SEED 点色） 

SEED 点の色を設定します 

③ Selected Seed Color 

（選択したSEED点色） 

SEED 点リスト上で選択した点の色を設定し

ます 

 

 

図 6.4 Region Growing項目 

① 

② 

③ 
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○ 項目『Iso-Surface』 

  

No. 項 目 説 明 

① Constant C  

（定数 C） 

閾値の初期値です 

等値面生成の形状に影響します 

② Reduction 

（削減率） 

削減率の初期値です 

等値面生成の品質に影響します 

③ Front Side Color 

（表面色） 

ポリゴンの表面色です 

④ Back Side Color 

（裏面色） 

ポリゴンの裏面色です 

 

⑤ Contour Color 

（2D 等高線色） 

2D プレビューの等高線の表示色です 

⑥ File Export Mode 

（ポリゴン出力方式） 

STL ファイルを出力する際の座標系を指定し

ます 

（※“Center”と“Image”は，3 次元画像

の中心と 3 次元画像の左下が，原点となりま

す。“Dicom”は，Dicom 座標系で指定された

原点が原点となります。各座標値は，世界座

標系で，すべて同じスケールとなります） 

図 6.5 Iso-Surface項目 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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⑦ Iso-Surface Algorithm 

（等値面生成方式） 

等値面の生成方法を，マーチングキューブ法

かマーチングテトラヘドラ法（4 面体格子法）

から選択します 
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○ 項目『Mesh Editing』 

 

No. 項 目 説 明 

① Vertex Color 

（頂点色） 

WorkForm に表示する頂点の色です 

② Selection Color 

（選択色） 

選択中の色です 

③ Edge Color 

（エッジ色） 

WorkForm に表示するポリゴンエッジ色です 

④ OpenEdge Color 

（開放エッジ色） 

WorkForm に表示する開放エッジ色です 

⑤ Normal Color 

（法線色） 

WorkForm に表示する法線色です 

⑥ Result Color 

（結果色） 

WorkForm に表示する結果色です 

⑦ Normal Length 

（法線の長さ） 

WorkForm に表示する法線の長さです 

 

図 6.6 Mesh Editing項目 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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○ 項目『Volume Rendering』 

 

 

No. 項 目 説 明 

① Texture Type 

（テクスチャ） 

使用するテクスチャの種類です 

② Resolution 

（解像度） 

テクスチャの解像度です 

③ Compress 

（テクスチャ圧縮） 

ボリュームレンダリングに圧縮テクスチャ

を用いるかを選択します 

Texture Type が 3D で，Resolution が 32～

512 の時に使用できます 

④ Auto／File ラジオボタ

ン 

ボリュームレンダリング，ポイントベースボ

リュームレンダリングの伝達関数グラフの

デフォルトの設定を「Auto」または「File」

から選択します 

⑤ 初期伝達関数リスト ボリュームレンダリングの伝達関数グラフ

の形状を選択します 

Modality を選択すると，DICOM 画像を読み

込んだ際に自動的に種類を判別します 

図 6.7 Volume Rendering項目 

② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑨ 

⑧ 

⑩ ⑪ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑦ 

⑫ 

⑯ 

① 
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No. 項 目 説 明 

⑥ デフォルト伝達関数フ

ァイル 

ボリュームレンダリングにおけるデフォル

トの伝達関数を指定します 

⑦  ファイル開くボタン デフォルトの伝達関数を選択するファイル

選択ダイアログが開きます 

⑧  Color／File ラジオボタ

ン 

インデックスイメージの伝達関数グラフの

デフォルトの設定を「Color」または「File」

から選択します 

⑨  Min Color 

（インデックスイメー

ジ・輝度最小色） 

インデックスイメージにおける輝度最小値

の色を指定します 

⑩  デフォルト伝達関数フ

ァイル 

インデックスイメージにおけるデフォルト

の伝達関数を指定します 

⑪  ファイル開くボタン デフォルトの伝達関数を選択するファイル

選択ダイアログが開きます 

⑫  Histogram Line Color 

（ヒストグラム線色） 

ヒストグラムの描画色を指定します 

⑬  Alpha Line Color 

（アルファ線色） 

アルファ値を表す線の描画色を指定します 

⑭  Preset Folder ボリュームレンダリング，ポイントベースボ

リュームレンダリング，インデックスイメー

ジの各フォームで表示されるプリセットが

格納されているフォルダを指定します 

⑮  フォルダ開くボタン 伝達関数のプリセットを指定するフォルダ

の選択ダイアログが開きます 

⑯  Shading Brightness シェーディングを有効にした場合のライト

の強さを指定します 
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○ 項目『Measure Manager』 

 

No. 項 目 説 明 

① Distance Color 

（距離） 

計測した距離の表示色です 

② Angle Color 

（角度） 

計測した角度の表示色です 

③ Area Color 

（面積） 

計測した面積の表示色です 

④ Opacity 

（面積・透明度） 

計測した面積の透明度です 

⑤ Reference Color 

（参照） 

参照の色です 

⑥ Moving Color 

（移動） 

計測点を移動させている時の色です 

⑦ Selected Color 

（選択色） 

計測フォーム上のリストで，選択している計

測結果の色です 

⑧ Coordinate Display 

（座標値の表示色） 

MeasureView の計測時に表示される始点と

終点の座標値の色を設定します 

⑨ Unit System 

（表示単位） 

計測結果の表示単位を切り替えます 

mm と μm の選択が可能です 

 

 

図 6.8 Measure Manager項目 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

① 

⑧ 

⑨ 
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○ 項目『DICOM Manager』 

 

No. 項 目 説 明 

① DICOM Root Folder 

（DICOM フォルダの

ルート） 

DICOM 管理ツールで管理するフォルダのル

ートです 

② Browse 

（フォルダ参照） 

Windows 標準のフォルダ選択フォームを開き

ます 

③ Patient Check 

（患者情報チェック） 

DICOM 画像を読み込む際に，患者情報（患者

名，誕生日，性別，モダリティ，診断日）を

チェックするか否かを設定します 

④ DICOM Tag Check DICOM 画像を読み込む際に， 

・Study Instance UID 

・Series Instance UID 

・Series Number 

をチェックするか否かを設定します 

⑤ Image Sorting ID 

（画像並び替え方法） 

DICOM 画像を読み込む際の， 

スライスの並び替えの基準を指定します 

Slice 

Position  

断面位置で並び替え（昇順） 

（デフォルト） 

Image 

Number 

画像番号で並び替え（昇順） 

 

図 6.9 DICOM Manager項目 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

① 
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No. 項 目 説 明 

⑥ Image Direction 

（画像方向修正） 

DICOM 画像を並べ替えた後に，スライスの順

序を反転するか否かを設定します 

As-is  反転しない（デフォルト） 

reverse Z 反転する 
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○ 項目『Wireframe Color』 

 

No. 項 目 説 明 

① DefaultBox Color 3 次元画像の領域を示すボックスの色を設定

します 

visible のチェックを Off にすると非表示とな

ります 

② ClipArea Color Clipping 機能使用時に表示される領域を表す

枠の色を設定します 

③ VoxelPaint Color Voxel Paint 機能使用時に表示される領域を

表す枠の色を設定します 

④ VolumeCarving Color Volume Carving 機能使用時に表示される領

域を表す枠の色を設定します 

⑤ CrossSection Color CrossSections 機能使用時に表示される断面

の外枠の色を設定します 

visible のチェックを Off にすると非表示とな

ります 

⑥ Mask Area Color Volume Segment 機能使用時に表示される 

マスク領域の色を設定します 

 

 

 

図 6.10 Wireframe Color項目 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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6.1.3 操作方法 

 環境設定の変更による，処理結果の例です。 

 

○ マーチングテトラヘドラ法（4 面体格子法）の等値面生成 

1. 環境設定フォームの左項目『Iso-Surface』をクリックします 

2. 右項目『Iso-Surface Algorithm』のラジオボタンから 

『Marching Tetrahedra』を選択し，適用します 

3. Iso-Surface ダイアログで等値面生成を行います 

 

○ ボリュームレンダリングのテクスチャ解像度の変更 

1. 環境設定フォームの左項目『Volume Rendering』をクリックします 

2. 右項目『Resolution』を任意の値に変更し，適用します 

3. WorkForm のボリュームレンダリング を ON にします 

（変更を適用時，既に ON の場合は，自動で再表示が行われます） 

 

○ 伝達関数のプリセットフォルダの設定 

1. 環境設定フォームの左項目『Volume Rendering』をクリックします 

2. 右項目『Preset Folder』に，フォルダのパスを入力します 

もしくは，「…」ボタンを押し，フォルダ選択フォームから，対象フォル

ダを選択します 

3. 設定したフォルダに rpf ファイルがある場合，各種レンダリングフォーム

の左側に，伝達関数のプリセットとして表示されます 

 

○ Dicom Root Folder の変更 

1. 環境設定フォームの左項目『Dicom Manager』をクリックします 

2. 右項目『Dicom Root Folder』に，フォルダのパスを入力します 

もしくは，『Browse…』ボタンを押し，フォルダ選択フォームから，対象

フォルダを選択します 

 

 

 

 

 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

230 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

231 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7章 

付録 
 

 



 

BS Volume Analyzer 操作マニュアル 

232 

7.1 表示メッセージ 

BS Volume Analyzer では，アプリケーションの表示するメッセージを日本語，英語

に切り替えることができます。 

 

7.1.1 表示メッセージ切り替え方法 

※この操作は，ファイルを直接編集していただくことになりますので，なるべく

ファイルのバックアップを取るようにしてください。 

 

１．BS Volume Analyzer が起動していないことを確認してください。 

 

２．以下のフォルダを開きます。 

C:¥Users¥<ユーザー名>¥Documents¥i-Plants¥Volume Extractor 3.0 

 

３．フォルダ内の“Settings.xml”を選択します。 

※ この時，Settings.xml のバックアップを取ることをお勧めします。 

 

４．“Settings.xml”を開き，“<Language>”の値を表示する言語にあわせて変

更します。 

“ja” ： 日本語 

“en” ： 英語 

例： 日本語に設定する場合 

<Language>ja</Language> 

 

５．“Settings.xml”を保存し，閉じます。 

 

６．BS Volume Analyzer を起動し，メッセージが表示されることを確認してく

ださい。 
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